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想
い
を
一
つ
に―

Ｐ２　金婚夫婦表彰式
Ｐ３　Nishiki  Topics　
　　　   放課後子供教室開校
　　　   子どもたちへの支援　続々と
　　　   企業進出協定締結式
Ｐ４　中体連代替大会（続報）
Ｐ６～令和 2 年 7 月豪雨関連情報
　　　　義援金・寄附金
　　　　災害援護資金受付開始
　　　　被災者の債務整理ガイドライン

　
9
月
13
日
、
錦
中
学
校
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
、
午
前
中
の
み
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、
全

力
で
各
競
技
に
臨
み
、
み
ん
な
で
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
写
真
は
一
学
年
種
目
「
君
の
Ｎ
Ａ

Ｗ
Ａ
」
で
、
綱
引
き
の
様
子
で
す
。

　
家
族
や
地
域
の
方
々
の
熱
い
応

援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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。
ん
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ま
き
で
用
使
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ち
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店
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よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

（5,000円分）（5,000円分）（5,000円分）錦町錦町 商品券商品券よかばい

←「のぼり旗」が目印！！

×5 枚 ×5 枚

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

地域店用
広域店用
地域店兼用

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

郵送の遅延により、ご迷惑をお掛け致し
ましたことをお詫び申し上げます。

【商品券の配布に関するお問い合わせ】　
　　錦町企画観光課（☎38-4419）
【商品券の利用に関するお問い合わせ】　
　　錦町商工会（☎38-0009）



企業進出協定締結式
木上に再生可能エネルギー発電事業所

　
企
業
の
円
滑
な
進
出
を
支
援
す

る
た
め
、9
月
2
日
、
役
場
で
進
出

協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、町
と
協
定
を
締
結
し

た
の
は
テ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
（
本
社
＝
大
阪
市
）で
、

協
定
内
容
は
事
業
計
画
、
開
発
協

力
、
環
境
保
全
、
雇
用
対
策
な
ど
。

　
発
電
事
業
を
手
掛
け
る
同
社
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
事

業
と
木
材
チ
ッ
プ
工
場
を
展
開
す

る
た
め
、
木
上
の
町
有
地
約
4
ha

を
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
確
保
。
令

和
5
年
1
月
の
操
業
開
始
ま
で
に

発
電
所
や
工
場
の
整
備
（
約

3
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
）を
完

了
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
式
で
は
、
髙
崎
敏
宏
代
表
取
締

役
社
長
が
「
地
域
産
業
の
活
性
化
、

林
業
振
興
に
寄
与
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
企
業
に
し

た
い
」
と
挨
拶
。
森
本
完
一
町
長

が
「
町
は
誘
致
企
業
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
間
伐
材
利
用
な
ど
森
林
保

全
を
始
め
と
す
る
自
然
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
町

内
か
ら
の
雇
用
拡
大
も
期
待
し
て

い
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

放課後子供教室開校式
安全安心な活動場所を提供

金子校長に寄付金を渡す児玉さん（右）

　
8
月
25
日
、
西
小
学
校
で
令
和
2

年
度
放
課
後
子
供
教
室
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
と
学
校
が
連

携
し
子
供
た
ち
に
安
全
安
心
な
活
動

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
教
育
委
員
会
が
各
小
学
校
で
実

施
。
週
1
回
、
放
課
後
の
午
後
5
時

30
分
ま
で
開
校
。
年
間
20
回
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
参
加
児
童
と
保
護
者

が
出
席
。
小
田
定
則
教
育
長
が
「
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
2
学
期
か
ら

の
開
校
と
な
り
ま
し

た
が
、
有
意
義
に
放

課
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
様
々
な
体
験
・

交
流
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
児
童
の
皆
さ

ん
は
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
。
教
育
委
員
会

と
安
全
管
理
員
か
ら

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
確
認
や
、
注
意
事

項
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
武
小
は

8
月
26
日
、
木
上
小

は
8
月
27
日
に
開
校

式
を
行
い
ま
し
た
。 

子どもたちへの支援 続 と々
新型コロナウイルス感染症対策／豪雨災害支援

　
8
月
26
日
、
九
州
武
蔵
精
密
（
株
）
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
各
小
中
学
校
へ
携
帯
用
ハ
ン
ド

ジ
ェ
ル
（
1
0
0
0
本
）
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
校
長
会
を
代
表
し
て
西
小
学

校
大
瀨
克
彦
校
長
が
受
け
取
り
「
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。
全
児
童
生

徒
、
教
職
員
に
配
付
し
、
感
染
症
予
防
に

役
立
て
た
い
。
修
学
旅
行
な
ど
の
校
外
活

動
時
に
も
携
帯
で
き
る
の
で
大
変
あ
り
が

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
下
旬
、
茨
城
県
大
子
町
か

ら
は
、
同
町
の
製
菓
会
社
リ
ス
カ
（
株
）

と
連
携
し
企
画
さ
れ
た
「
災
害
に
負
け
る

な
！
子
ど
も
た
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
「
う
ま
い
棒
」
６
０
０
０
本
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
各

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
に
配
付
し
ま
し
た
。

九
州
武
蔵
精
密
（
株
）
代
表
取
締
役
河

合
哲
伸
さ
ん
（
写
真
左
）
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

写
真
右
か
ら
森
本
町
長
、
髙
崎
社
長
、
立
会
人

の
小
牧
裕
明
熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産
業

振
興
局
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
金
山
民
幸
錦
町

議
会
議
長

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
「
う
ま
い
棒
」

が
届
き
ま
し
た
。
（
写
真
は
木
上
ひ
か

り
保
育
園
）

祝
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
9
月
11
日
、
第
62
回
金
婚
夫
婦

表
彰
式
が
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
26
組
の
金
婚
を
祝
い

ま
し
た
。

　
主
催
の
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら

表
彰
状
、
錦
町
か
ら
は
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
尾
方
幸

治
さ
ん
・
正
子
さ
ん
夫
妻
が
「
た

く
さ
ん
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
元
気

で
、
助
け
合
い
、
地
域
の
た
め
に

尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

西
地
区

　川
邉
　髙
德
・
ト
モ
子

　小
園
　正
光
・
ヨ
シ
子

　中
村
　一
郎
・
愛
子

　高
橋
　時
雄
・
佐
美
子

　尾
方
　幸
治
・
正
子

　一
岡
　保
己
・
裕
子

　堀
　
　勝
　・
良
子

　橋
口
　昇
・
眞
弓
美

　田
中
　達
雄
・
ヒ
ロ
子

一
武
地
区

　田
中
　克
知
・
や
よ
い

　松
本
　信
一
・
ヨ
オ
子

　原
口
　征
也
・
千
惠
子

　東
山
　敏
行
・
ユ
リ
子

　桒
原
　一
幸
・
ノ
リ

木
上
地
区

　豊
永
　冨
博
・
タ
カ
子

　豊
永
　惟
義
・
あ
き
子

　岩
本
　則
男
・
も
み
こ

　稻
田
　祝
男
・
貞
女

　清
水
　英
夫
・
優
子

　桑
原
　信
一
・
ト
ミ
ヱ

　湯
谷
　共
弥
・
敏
子

　外
村
　清
昭
・
邦
代

　中
村
　光
則
・
京
子

　赤
坂
　伴
範
・
ミ
ホ
子

　久
保
田
勝
千
代
・
　子

　大
佐
古
鉄
男
・
節
子

〜
互
い
に
支
え
あ
い
、
共
に
歩
ん
だ
50
年
〜

謝辞を述べられる尾方ご夫妻（西）

森本完一町長から記念品を贈呈
岩本ご夫妻（木上）が代表して

受け取られました

代表して表彰状を受け取られた
田中ご夫妻（一武）

結婚した年
（昭和45年）の
　　　錦町は…

人口10,859人（国勢調査）
平成7年には12,095人まで増加しましたが、令和2
年（8月末）は10,509人となっています。

錦大橋完成
平成30年3月、現在の橋に架け替えられましたが、
この年に錦大橋が架設されるまで、すぐ下流に
あった「潜り橋」を利用していました。

町章制定
おなじみの町章は、この年に制定されました。カタ
カナの二（ニシキの二）を図案化。町内一円融合を
円で表現、球磨の中央に位置する意味と、山と川と
太陽を表し、将来に伸びる錦町を象徴しています。

人吉海軍航空基地資料館西側にある発電所・工場の建設予定地

表彰されたご夫婦（敬称略）

金婚おめでとうございます。

西地区

一武地区

木上地区
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企業進出協定締結式
木上に再生可能エネルギー発電事業所

　
企
業
の
円
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な
進
出
を
支
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す
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た
め
、9
月
2
日
、
役
場
で
進
出

協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
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を
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＝
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市
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、
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開
発
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、
雇
用
対
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ど
。

　
発
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事
業
を
手
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同
社
は
、
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バ
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に
よ
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発
電
事

業
と
木
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工
場
を
展
開
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た
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、
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の
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4
ha

を
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。
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和
5
年
1
月
の
操
業
開
始
ま
で
に
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の
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（
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平
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了
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す
。

　
式
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は
、
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崎
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宏
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社
長
が
「
地
域
産
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の
活
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化
、

林
業
振
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に
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し
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
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ま
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る
企
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に
し
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」
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。
森
本
完
一
町
長

が
「
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は
誘
致
企
業
に
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を
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、
し
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す
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。
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金子校長に寄付金を渡す児玉さん（右）

　
8
月
25
日
、
西
小
学
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で
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和
2
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度
放
課
後
子
供
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室
開
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式
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ま
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こ
の
事
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は
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地
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と
学
校
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連
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子
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に
安
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な
活
動

場
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す
る
こ
と
を
目
的
と
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て
教
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委
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会
が
各
小
学
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で
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。
週
1
回
、
放
課
後
の
午
後
5
時

30
分
ま
で
開
校
。
年
間
20
回
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
参
加
児
童
と
保
護
者

が
出
席
。
小
田
定
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教
育
長
が
「
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
2
学
期
か
ら

の
開
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と
な
り
ま
し

た
が
、
有
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に
放

課
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過
ご
せ
る
よ

う
、
様
々
な
体
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・
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流
活
動
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実
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ま
す
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の
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楽
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て
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だ
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」
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会
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年
間
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ケ
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ル

の
確
認
や
、
注
意
事

項
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
武
小
は

8
月
26
日
、
木
上
小

は
8
月
27
日
に
開
校

式
を
行
い
ま
し
た
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子どもたちへの支援 続 と々
新型コロナウイルス感染症対策／豪雨災害支援

　
8
月
26
日
、
九
州
武
蔵
精
密
（
株
）
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
各
小
中
学
校
へ
携
帯
用
ハ
ン
ド

ジ
ェ
ル
（
1
0
0
0
本
）
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
校
長
会
を
代
表
し
て
西
小
学

校
大
瀨
克
彦
校
長
が
受
け
取
り
「
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。
全
児
童
生

徒
、
教
職
員
に
配
付
し
、
感
染
症
予
防
に

役
立
て
た
い
。
修
学
旅
行
な
ど
の
校
外
活

動
時
に
も
携
帯
で
き
る
の
で
大
変
あ
り
が

た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
8
月
下
旬
、
茨
城
県
大
子
町
か

ら
は
、
同
町
の
製
菓
会
社
リ
ス
カ
（
株
）

と
連
携
し
企
画
さ
れ
た
「
災
害
に
負
け
る

な
！
子
ど
も
た
ち
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
り
「
う
ま
い
棒
」
６
０
０
０
本
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
各

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
に
配
付
し
ま
し
た
。

九
州
武
蔵
精
密
（
株
）
代
表
取
締
役
河

合
哲
伸
さ
ん
（
写
真
左
）
か
ら
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

写
真
右
か
ら
森
本
町
長
、
髙
崎
社
長
、
立
会
人

の
小
牧
裕
明
熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
新
産
業

振
興
局
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
金
山
民
幸
錦
町

議
会
議
長

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
「
う
ま
い
棒
」

が
届
き
ま
し
た
。
（
写
真
は
木
上
ひ
か

り
保
育
園
）

祝
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　
9
月
11
日
、
第
62
回
金
婚
夫
婦

表
彰
式
が
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
26
組
の
金
婚
を
祝
い

ま
し
た
。

　
主
催
の
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら

表
彰
状
、
錦
町
か
ら
は
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
尾
方
幸

治
さ
ん
・
正
子
さ
ん
夫
妻
が
「
た

く
さ
ん
の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
元
気

で
、
助
け
合
い
、
地
域
の
た
め
に

尽
く
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

西
地
区

　川
邉
　髙
德
・
ト
モ
子

　小
園
　正
光
・
ヨ
シ
子

　中
村
　一
郎
・
愛
子

　高
橋
　時
雄
・
佐
美
子

　尾
方
　幸
治
・
正
子

　一
岡
　保
己
・
裕
子

　堀
　
　勝
　・
良
子

　橋
口
　昇
・
眞
弓
美

　田
中
　達
雄
・
ヒ
ロ
子

一
武
地
区

　田
中
　克
知
・
や
よ
い

　松
本
　信
一
・
ヨ
オ
子

　原
口
　征
也
・
千
惠
子

　東
山
　敏
行
・
ユ
リ
子

　桒
原
　一
幸
・
ノ
リ

木
上
地
区

　豊
永
　冨
博
・
タ
カ
子

　豊
永
　惟
義
・
あ
き
子

　岩
本
　則
男
・
も
み
こ

　稻
田
　祝
男
・
貞
女

　清
水
　英
夫
・
優
子

　桑
原
　信
一
・
ト
ミ
ヱ

　湯
谷
　共
弥
・
敏
子

　外
村
　清
昭
・
邦
代

　中
村
　光
則
・
京
子

　赤
坂
　伴
範
・
ミ
ホ
子

　久
保
田
勝
千
代
・
　子

　大
佐
古
鉄
男
・
節
子

〜
互
い
に
支
え
あ
い
、
共
に
歩
ん
だ
50
年
〜

謝辞を述べられる尾方ご夫妻（西）

森本完一町長から記念品を贈呈
岩本ご夫妻（木上）が代表して

受け取られました

代表して表彰状を受け取られた
田中ご夫妻（一武）

結婚した年
（昭和45年）の
　　　錦町は…

人口10,859人（国勢調査）
平成7年には12,095人まで増加しましたが、令和2
年（8月末）は10,509人となっています。

錦大橋完成
平成30年3月、現在の橋に架け替えられましたが、
この年に錦大橋が架設されるまで、すぐ下流に
あった「潜り橋」を利用していました。

町章制定
おなじみの町章は、この年に制定されました。カタ
カナの二（ニシキの二）を図案化。町内一円融合を
円で表現、球磨の中央に位置する意味と、山と川と
太陽を表し、将来に伸びる錦町を象徴しています。

人吉海軍航空基地資料館西側にある発電所・工場の建設予定地

表彰されたご夫婦（敬称略）

金婚おめでとうございます。

西地区

一武地区

木上地区

Nishiki  Topics
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　7月23日から8月30日にかけて開催された中体連代替
大会。県内各地で熱戦が繰り広げられました。今月号で
は、8月10日以降に開催された大会の結果をお知らせし
ます。

応援よろしく
お願いします！

バレー部（女子）

上村海晴選手（走り高跳び）

剣道部（男子・女子）

尾
里
知
樹
選
手
（
表
彰
式
）

黒木敦也選手（水泳）

中体連代替大会　成績一覧（続報）

◆バレー（7/23・24）（8/10）「男女バレー合同練習大会」
　　　　　男子　３位
　　　　　女子　３位
◆全日本中学校通信陸上競技大会熊本県大会（8/29・30）
　共通走り高跳び 優勝　上村海晴（3年）1ｍ78　
　　　　　　　　　　　　　※全国大会申込資格記録突破
　1年1500ｍ  ３位　有田和輝 　4分43秒22
◆剣道（8/29）「人吉球磨中学生剣道合同練習会」
　（団体）男子　優勝
　　　　　女子　準優勝
　（個人）男子　準優勝　尾里知樹（3年）
◆熊本県吹奏楽大会（8/29）
　　※贈賞なし
◆水泳（8/29）「熊本県中学生学年別水泳競技大会」
　100ｍ平泳ぎ 2年 　３位　黒木敦也　1分11秒66
　50ｍ  平泳ぎ 2年 　３位　黒木敦也　32秒88

交際費執行状況表（8 月分）
  支払日　                     件　　　　名                                   金　額 　    相 手 先

町 長 8月12日

新所属等                氏　名                                      旧所属等
総務課主幹兼消防交通・管財係長
総務課主幹兼財政係長
総務課行政係長
教育振興課社会教育係長
住民福祉課住民係

吉田　誠二
矢野　智浩
大村　崇史
桒原　欣也
𠮷川　美和

総務課主幹兼行政係長兼消防交通・管財係第一係長
総務課主幹兼財政係長兼消防交通・管財係第二係長
教育振興課社会教育係長
企画観光課地域振興係(人吉球磨広域行政組合派遣)
農林振興課農林振興係

被害調査協力隊へのお礼（焼酎） 10,800円 被害調査協力隊

災害義援金・寄付金に感謝
　7月3日4日の豪雨大災害から、まもなく3カ月になります。家屋の浸水被害を受けたところで
は、公費解体やリフォームに取り組まれていますが、台風10号や秋雨前線のため作業が少し遅れ
ているようです。また、高台への移転も考えておられ、場所の選定や建築費などの面で、まだ、
多くの心配・不安が残っているようです。本町として被災された方々が安心して住んでいただけ
るよう、支援を充実し努力してまいります。
　先月、平成16年度錦中学校卒業生一同から、災害義援金として76万5千円を寄せていただきま
した。このほか、千葉県に嫁がれた先の近所の皆さんほか多数の方々から590万9,116円（9月18
日現在）の浄財を頂いております。
　早めに、配分委員会を開き、被災者の力になるようにいたします。
　ありがとうございました。

平成31年度決算から
　先の第3回定例議会において、平成31年度の決算認定が頂けました。一般会計、特別会計の合
計額は、歳入88億1,171万9千円、歳出84億7,729万9千円になり、前年比、歳入で1億13万円、
歳出で1億3,725万円の増でありました。
　平成31年度は、4月に町長及び町議会議員の同日選挙があり、5月には平成から令和に元号が変
わり、10月には消費税が8％から10％に引き上げられました。また、年が明けた1月ごろから新型
コロナウイルスが世界中に蔓延する兆しを見せはじめ、子どもたちの卒業式、入学式そして長い
休みと続き、消費が落ち込み、経済活動がマイナスに大きく振れていく一年ではありましたが、
健全化判断比率である実質公債費比率は9.2％、将来負担比率は76.5％となり、財政の弾力性を示
す指標である経常収支比率は人件費増のため、2.3％上昇し、91.6％となりました。
　今後は、税収の先細り、地方交付税の不明瞭化、7月豪雨による借入金の増加、一部事務組合負
担金の増加、水道料金の見直し時期など、懸念される事柄が決算から見えてきましたので、変化
する時代に対応できるように配慮してまいります。

町 長 の 声

錦町役場人事異動（9月1日付） 球磨人吉中体連駅伝競走大会開催のお知らせ
期日　令和2年10月13日（火）　※雨天決行
会場　あさぎり町立あさぎり中学校グラウンド
　　　あさぎり上コース
日程　開会式　午前8時　
　　　スタート（女子）午前10時
　　　　　　　（男子）正午

問合せ　教育振興課　３８－４４５０
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●被害については、り災証明書に記載された内容で判定します。
●（　　）内の金額は、被災した住居を建て直すに際し、その住居の残存部分を取り壊さざるを得な
　い場合など特別の事情がある場合の金額です。

年 利 率：1.5％（保証人をたてる場合は無利子）　　据置期間：3年
償還期間：10年（据置期間を含む）※据置期間中は無利子となります。
返済方法：年賦（年1回払い）、半年賦（年2回払い）、月賦（年12回払い）から選択

　8月21日、大野征子さ
ん（人吉市）が役場を訪
れ、義援金を届けられま
した。大野さんは平成31
年3月まで錦町在住。義
援金は、錦町文化協会長
を務めたときに東日本大
震災ボランティア活動で

縁があった宮城県東松島市の千葉義房さん・すみ子
さん夫妻から預かったものです。

　8月26日、
錦町農業委員
会谷口一也会
長と元村彰浩
職務代理者が
役場を訪れ、
町の災害復旧

の一助にと、委員の皆さんからの寄附金を届けてい
ただき、農地などの被害状況の報告をされました。

問合せ　　球磨村役場　　☎ ３2－1111問合せ　　総務課　　☎ ３８－1111

大王原公園（西下大鶴）の運動広場に熊本県が仮設住宅を建設しています。
入居対象者は令和2年7月豪雨で被災された球磨村の方々で、住宅戸数は88戸。10月中旬に竣工する予定です。

 令和２年７月豪雨災害により住居や家財に損害を受けた方を対象に、
被害の種類や程度に応じて、災害援護資金の貸し付けを行います。

　　　金融機関名
球磨地域農業協同組合
肥後銀行
ゆうちょ銀行

支店・支所
錦支所

人吉支店

口座番号
0143839
1952420

名　義

錦町災害義援金　錦町長　森本　完一
(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ ﾆｼｷﾁｮｳﾁｮｳ ﾓﾘﾓﾄ ｶﾝｲﾁ)

錦町災害義援金　(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ)

種別
普通
普通

00910-4-211435

問合せ　　総務課　　☎  3 8 -1111

令和２年７月豪雨「災害義援金口座」
たくさんの方々から温かいご支援が届いています。
８月３１日現在　４，６４５，５２５　円

厚く御礼申し上げます。引き続き、ご協力をお願いします。
【義援金の振込口座】※振込手数料が必要となる場合があります。各金融機関へお問い合わせください。

令和２年７月豪雨災害関連情報

義援金・寄附金　ありがとうございました。 災害援護資金（生活立て直しのための資金貸付）受付開始のお知らせ

お知らせ

着工前（Ｒ2年7月30日撮影） 工事中（Ｒ2年9月10日撮影）

■申込受付期限
　　令和2年10月30日まで

■申込受付場所
　　錦町役場総務課（2階1番窓口）

■所得制限（下の表の金額未満の世帯であることが要件です）

■貸付金額

■貸付条件など

世帯員数
1 人世帯
2 人世帯
3 人世帯
4 人世帯
5 人世帯
6 人世帯

世帯全員の総所得金額
220 万円
430 万円
620 万円
730 万円
760 万円

以降、１人増えるごとに 30 万円を加算

住居または家財の 1/3 未満の損害の場合、
または、損害がない場合
床上浸水等による家財の 1/3 以上の損害

住居の半壊

住居の全壊

住居の滅失若しくは流出

療養に要する期間がおおむね
1 月以上である世帯主の負傷

あ　り

150 万円

250 万円
270 万円

（350 万円）

350 万円

350 万円

な　し

150 万円
170 万円

（250 万円）
250 万円

（350 万円）
350 万円

住居・家財の被害
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●被害については、り災証明書に記載された内容で判定します。
●（　　）内の金額は、被災した住居を建て直すに際し、その住居の残存部分を取り壊さざるを得な
　い場合など特別の事情がある場合の金額です。

年 利 率：1.5％（保証人をたてる場合は無利子）　　据置期間：3年
償還期間：10年（据置期間を含む）※据置期間中は無利子となります。
返済方法：年賦（年1回払い）、半年賦（年2回払い）、月賦（年12回払い）から選択

　8月21日、大野征子さ
ん（人吉市）が役場を訪
れ、義援金を届けられま
した。大野さんは平成31
年3月まで錦町在住。義
援金は、錦町文化協会長
を務めたときに東日本大
震災ボランティア活動で

縁があった宮城県東松島市の千葉義房さん・すみ子
さん夫妻から預かったものです。

　8月26日、
錦町農業委員
会谷口一也会
長と元村彰浩
職務代理者が
役場を訪れ、
町の災害復旧

の一助にと、委員の皆さんからの寄附金を届けてい
ただき、農地などの被害状況の報告をされました。

問合せ　　球磨村役場　　☎ ３2－1111問合せ　　総務課　　☎ ３８－1111

大王原公園（西下大鶴）の運動広場に熊本県が仮設住宅を建設しています。
入居対象者は令和2年7月豪雨で被災された球磨村の方々で、住宅戸数は88戸。10月中旬に竣工する予定です。

 令和２年７月豪雨災害により住居や家財に損害を受けた方を対象に、
被害の種類や程度に応じて、災害援護資金の貸し付けを行います。

　　　金融機関名
球磨地域農業協同組合
肥後銀行
ゆうちょ銀行

支店・支所
錦支所

人吉支店

口座番号
0143839
1952420

名　義

錦町災害義援金　錦町長　森本　完一
(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ ﾆｼｷﾁｮｳﾁｮｳ ﾓﾘﾓﾄ ｶﾝｲﾁ)

錦町災害義援金　(ﾆｼｷﾏﾁｻｲｶ ｲ゙ｷﾞｴﾝｷﾝ)

種別
普通
普通

00910-4-211435

問合せ　　総務課　　☎  3 8 -1111

令和２年７月豪雨「災害義援金口座」
たくさんの方々から温かいご支援が届いています。
８月３１日現在　４，６４５，５２５　円

厚く御礼申し上げます。引き続き、ご協力をお願いします。
【義援金の振込口座】※振込手数料が必要となる場合があります。各金融機関へお問い合わせください。

令和２年７月豪雨災害関連情報

義援金・寄附金　ありがとうございました。 災害援護資金（生活立て直しのための資金貸付）受付開始のお知らせ

お知らせ

着工前（Ｒ2年7月30日撮影） 工事中（Ｒ2年9月10日撮影）

■申込受付期限
　　令和2年10月30日まで

■申込受付場所
　　錦町役場総務課（2階1番窓口）

■所得制限（下の表の金額未満の世帯であることが要件です）

■貸付金額

■貸付条件など

世帯員数
1 人世帯
2 人世帯
3 人世帯
4 人世帯
5 人世帯
6 人世帯

世帯全員の総所得金額
220 万円
430 万円
620 万円
730 万円
760 万円

以降、１人増えるごとに 30 万円を加算

住居または家財の 1/3 未満の損害の場合、
または、損害がない場合
床上浸水等による家財の 1/3 以上の損害

住居の半壊

住居の全壊

住居の滅失若しくは流出

療養に要する期間がおおむね
1 月以上である世帯主の負傷

あ　り

150 万円

250 万円
270 万円

（350 万円）

350 万円

350 万円

な　し

150 万円
170 万円

（250 万円）
250 万円

（350 万円）
350 万円

住居・家財の被害
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免除・減額
。

一般社団法人

東日本大震災・自然災害被災者

 

❶

❸

❹

❺

❼
 

❷

❻

（2019.4）
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免除・減額
。

一般社団法人

東日本大震災・自然災害被災者

 

❶

❸

❹

❺

❼
 

❷

❻

（2019.4）
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マイナポイントに乗じた
詐欺にご注意ください！

● 予約・申込手続の支援はマイナポイント

手続スポットでお受けください。

● マイナンバーカードの置き忘れやパスワードの

管理に注意してください。

マイナポイントの
予約・申込をする際に
ご注意いただきたいこと

マイナンバーが含まれる個人情報（特定個人情報）の
取扱いに関するご相談マイナポイント全般のご相談

03-6457-9585
個人情報保護委員会マイナンバー苦情あっせん相談窓口

0120-95-0178
マイナンバー総合フリーダイヤル  (ダイヤル後、５番を選択してください)

平日：9:30～20:00
土日祝：9:30～17:30

※マイナンバーカードの紛失・盗難によるカードの一時利用停止については、
24時間365日対応します。

無料

受付時間 平日：9:30～17:30
（土日祝日及び年末年始を除く）

受付時間

総務省の職員 市区町村の職員 その関係者 等が

以下を行うことは絶対にありません！

怪しいな？と思ったら、遠慮なくご相談ください。

警察相談専用電話 消費者ホットライン マイナンバー総合フリーダイヤル

#9110又は
最寄りの警察署

（局番なしの３桁）

188（いやや！）
0120-95-0178
※ダイヤル後、５番を選択してください。

マイナンバーや金融機関の口座番号、口座の暗証番号、
資産の情報、家族構成などの個人情報などを伺うこと
通帳やキャッシュカードを預かったり、確認すること
金銭を要求したり、手数料の振込みを求めること

○記帳の仕方が分からない方へ
　税務署では、「記帳の仕方がよく分からない」、「記帳の仕方を教わりたい」という方のご要望にお応えす
るため、民間の指導機関に委託して、無料で記帳指導を行っています。
　また、昨年１０月の消費税法改正に伴い、時期別、取引別の税率により区分経理を行う必要がありますので、
記帳指導を希望される場合や指導機関など詳しい内容については、最寄りの税務署にお尋ねください。

　４月発行の錦町プレミアム付商品券の換金期限は、１０月１６日（金）までとなっております。未換金がありま
したらお早めに商工会までお持ちくださいますようお願い致します。
　また、期限が過ぎた分は換金ができませんのでご注意ください。

商品券加盟店事業者さまへ
４月発行の錦町プレミアム付商品券の換金期限が迫っています。

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金などについても、納め忘れがないようにお願いします。

納　期　限【１１月　２日（月）】
口座振替日【１０月２６日（月）】

１０月は町県民税３期・
国民健康保険税５期・介護保険料４期・
後期高齢者医療保険料４期の納期です！

問合せ　　税務課　　　　☎ ３８－1114
問合せ　　健康保険課　　☎ ３８－1113

問合せ　　錦町商工会　　☎ ３８－０００９

問合せ　　人吉税務署　　☎ 2 3－2 311※自動音声案内

リサイクルステーションの現状について

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

※資源物を除く
240

220

200

180

160

140

120
8月6月 7月

単位：トン　

令和元年
令和 2年

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のため、プラスチック製容器包装・
紙製容器包装の分別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。

210.9

183.8

208.7 210.4

226.3

197.5

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へお問い合わせください。

　平成 23年２月よりリサイクルステーションを開設しています
が、最近、資源物以外の持込みが非常に多く見受けられます。ご
存知とは思いますが、資源物以外のものは、通常のごみとして出
すか、人吉球磨クリーンプラザへ持込みをお願いします。今後、
このようなことが続く場合、リサイクルステーションの利用を制
限させていただく場合があり、ルールを守っている方へも迷惑と
なりますので、資源物のみ持込んでいただきますようお願いしま
す。なお、資源物以外のものを持込んだ場合、写真の掲示
及び不法投棄としての届け出などの対応を行います。
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マイナポイントに乗じた
詐欺にご注意ください！

● 予約・申込手続の支援はマイナポイント

手続スポットでお受けください。

● マイナンバーカードの置き忘れやパスワードの

管理に注意してください。

マイナポイントの
予約・申込をする際に
ご注意いただきたいこと

マイナンバーが含まれる個人情報（特定個人情報）の
取扱いに関するご相談マイナポイント全般のご相談

03-6457-9585
個人情報保護委員会マイナンバー苦情あっせん相談窓口

0120-95-0178
マイナンバー総合フリーダイヤル  (ダイヤル後、５番を選択してください)

平日：9:30～20:00
土日祝：9:30～17:30

※マイナンバーカードの紛失・盗難によるカードの一時利用停止については、
24時間365日対応します。

無料

受付時間 平日：9:30～17:30
（土日祝日及び年末年始を除く）

受付時間

総務省の職員 市区町村の職員 その関係者 等が

以下を行うことは絶対にありません！

怪しいな？と思ったら、遠慮なくご相談ください。

警察相談専用電話 消費者ホットライン マイナンバー総合フリーダイヤル

#9110又は
最寄りの警察署

（局番なしの３桁）

188（いやや！）
0120-95-0178
※ダイヤル後、５番を選択してください。

マイナンバーや金融機関の口座番号、口座の暗証番号、
資産の情報、家族構成などの個人情報などを伺うこと
通帳やキャッシュカードを預かったり、確認すること
金銭を要求したり、手数料の振込みを求めること
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る

県
税
の
申
告
期
限
な
ど
の
延
長

及
び
減
免
に
つ
い
て

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
の

一
部
の
地
域
（
人
吉
市
、
球
磨
郡

球
磨
村
、
球
磨
郡
山
江
村
、
球
磨

郡
相
良
村
、
球
磨
郡
錦
町
、
球
磨

郡
あ
さ
ぎ
り
町
、
球
磨
郡
多
良
木

町
、
球
磨
郡
湯
前
町
、
球
磨
郡
水

上
村
、
球
磨
郡
五
木
村
、
八
代
市

坂
本
町
、
葦
北
郡
芦
北
町
）
に
住

所
や
本
店
を
有
す
る
方
の
県
税
の

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
や
事
業
用
資
産

な
ど
に
一
定
以
上
の
被
害
を
受
け

た
方
は
県
税
の
減
免
を
、
被
災
に

よ
り
県
税
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
広
域
本
部
又
は

自
動
車
税
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
県
南
広
域
本
部

☎
0
9
6
5
ー
3
3
ー
3
1
8
0

問
＝
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
9
6
ー
3
6
8
ー
4
0
2
0

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
災
者

の
皆
様
へ
《
法
務
省
・
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
》

◆
土
地
・
建
物
の
権
利
証
を
紛
失

　
し
て
も
、
土
地
・
建
物
の
所
有

　
権
等
の
権
利
を
失
う
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

　
づ
き
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た

　
建
物
の
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
、

　
登
録
免
許
税
の
免
許
措
置
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
被
災
さ

　
れ
た
方
々
の
自
然
災
害
に
関
連

　
し
た
人
権
問
題
（
日
常
生
活
に

　
お
け
る
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
）

　
に
つ
い
て
、法
務
局
で
相
談
を
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
特
定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
に

　
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
法
的
支

　
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
3
日
の
時
点
で
、

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市

　
区
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
相
続
人
の
方
々
を
対
象
に
、「
相

　
続
の
承
認
又
は
放
棄
」
の
熟
慮

　
期
間
（
令
和
2
年
7
月
3
日
以

　
降
に
満
了
す
る
も
の
）
が
令
和

　
3
年
3
月
31
日（
水
）
ま
で
延

　
長
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
影
響
を

　
受
け
て
債
務
超
過
に
陥
っ
た
法

　
人
に
対
し
て
は
、一
部
の
場
合
を

　
除
き
、
令
和
4
年
7
月
2
日

　（
土
）
ま
で
の
間
、
裁
判
所
に

　
よ
る
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定

　
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
建
物
滅
失
登
記
及
び
会
社
・
法

　
人
等
の
役
員
変
更
登
記
等
の
申

　
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
7

　
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
期
間
内

　
に
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令

　
和
2
年
10
月
30
日（
金
）ま
で
に

　
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
不

　
履
行
に
つ
い
て
責
任
は
問
わ
れ

　
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
又
は
熊
本

地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
町
で
は
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
・
町
な
ど
へ
の
苦
情

や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、

住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
：
10
月
14
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
：
道
の
駅 

錦

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

錦
町
母
子
会
よ
り
入
会
の

ご
案
内

　
錦
町
母
子
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
九
州
豪
雨
災
害
な
ど
、
度
重
な

る
災
害
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
対
象
の
皆
さ

ん
に
支
援
を
届
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ

い
。

【
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
】

①「
お
た
が
い
さ
ま
B
O
X
」
　

　（
食
料
品
や
生
活
必
需
品
）
の

　
支
援

②
つ
な
ぎ
資
金
貸
与
や
小
口
貸
付

　
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す

③
暮
ら
し
や
仕
事
の
役
立
つ
情
報

　
が
L
I
N
E
な
ど
で
届
き
ま
す

④
新
入
学
児
童
お
祝
い
会
や
野
外

　
活
動
な
ど
、
会
員
限
定
の
イ
ベ

　
ン
ト
開
催
（
無
料
）

⑤
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
受

　
験
対
策
講
座
（
無
料
）

⑥
法
律
相
談
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

　
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
、

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
（
無
料
）
他

入
会
方
法
：
お
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
社
会
福
祉
法
人 

熊
本
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
協
議
会 

て
と
て
と

て☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
5

M
A

IL

：

info@
tetotetote.kum

am
o

to.jp

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

〜
『
里
親
制
度
』
と
は
？
〜

　
県
内
に
は
約
8
0
0
人
の
子
ど

も
が
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
親
の

元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
養
育

を
お
願
い
す
る
の
が
「
里
親
制

度
」
で
す
。
特
別
な
資
格
や
子
育

て
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
数
日

か
ら
で
も
O
K
。
大
切
な
の
は
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
気
持
ち
と
、

あ
な
た
が
持
つ
豊
か
な
愛
情
で

す
。

　
詳
し
く
は 

熊
本
県 

里
親
制
度 

で
検
索
。

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
2
8

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

ご
案
内

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計

量
器
は
、
2
年
に
1
度
、
法
定
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち
の

方
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
15
日
（
木
）
9
時
〜

14
時
30
分

場
所
：
錦
町
役
場

手
数
料
：
1
台
あ
た
り
5
0
0
円

〜
2
，
2
0
0
円

検
査
対
象
計
量
器
：
商
店
、
病

院
、
学
校
、
保
育
園
、
農
業
で
使

用
す
る
は
か
り

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

災
害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

D
V
な
ど
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

〜
ま
ず
は
相
談
を
〜

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
避
難
生
活
や
生
活
再
建
へ
の

不
安
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど

の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

D
V
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
。

【
相
談
機
関
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
D
V
相
談
専
用
電
話
）

☎
0
9
6
ー
3
8
1
ー
7
1
1
0

（
8
時
30
分
〜
22
時
、
土
日
祝
は

9
時
〜
）

○
熊
本
県
警
察
本
部
（
警
察
安
全

相
談
室
）

☎
♯
9
1
1
0

☎
0
9
6
ー
3
8
3
ー
9
1
1
0

※
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
等
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
6
6
6

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
2
2
2
3

（
土
曜
日
）

（
水
・
日
曜
日
除
く
9
時
30
分
〜

16
時
（
火
曜
日
は
〜
19
時
30
分
ま

で
）

○
D
V
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）（
内
閣

府
）

☎
0
1
2
0
ー
2
7
9
ー
8
8
9

（
24
時
間
）

問
＝
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
1
1
8
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇

や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
解

決
が
難
し
い
場
合
に
、
3
名
の
委

員
が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
労
働
者

の
方
は
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
利
用
可
能
で
、
事
業

主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で

す
。

　
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業
相

談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
4

時相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・

登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　
10
月
1
日
は
法
の
日
で
す
。

「
司
法
書
士
」
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
は
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
り
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
3
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所
：
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
：

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る

事
項

例
）

○
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
担
保
権

　
等
に
関
す
る
登
記

○
会
社
・
そ
の
他
法
人
に
関
す
る

　
登
記

○
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

　
ト
ラ
ブ
ル

○
裁
判
・
調
停
・
強
制
執
行
の
手

　
続
き
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

　
と

○
法
定
相
続
証
明
制
度
に
関
す
る

　
こ
と

土
地
家
調
査
士
の
業
務
全
般
に
関

す
る
事
項

例
）

○
土
地
の
測
量
・
分
筆
・
合
筆
・

　
地
目
変
更
に
関
す
る
登
記

○
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し

　
等
に
関
す
る
登
記

○
境
界
復
元
・
境
界
問
題
・
境
界

　
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
＝
熊
本
県
司
法
書
士
会
　
人
吉

支
部

☎
2
4
ー
3
2
5
3

問
＝
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

人
吉
支
部

☎
3
8
ー
1
7
8
4

コ
ロ
ナ
相
談
・
震
災
夜
間

法
律
相
談
会

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
熊

本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
震
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
と
し
て
、
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
な
い
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
相
談
は
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

日
時
：
毎
週 

月
・
木
（
祝
祭
日
は

除
く
）
18
時
〜
20
時

☎
0
9
6
–
3
6
4
–
0
8
0
0

（
無
料
・
予
約
不
要
）

【
ウ
ェ
ブ
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
相
談
）
】

　
予
約
先
ア
ド
レ
ス
宛
に
氏
名
、

希
望
日
時
、
連
絡
先
等
を
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：

kum
am

oto.seinen.shihoush

oshi@
gm

ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会H

P

（http://w
w

w
.yu-

seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

問
＝
電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書

士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：
司
法
書
士
　
磯
﨑

耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
な
し
に
は
成

り
立
た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で
】

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て
】

　
令
和
3
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

※
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
「
三
つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.saiban.courts

.go.jp/

令
和
2
年
度
「
人
吉
・
球
磨

人
権
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
一
週

間
を
人
権
週
間
と
し
て
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
関
連
啓
発
事
業
と
し
て
、

人
吉
球
磨
地
区
に
在
住
し
て
い
る

方
を
対
象
に
「
人
権
に
関
す
る
こ

と
が
ら
」
を
題
材
に
し
た
、
明
る

く
前
向
き
に
捉
え
る
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
：
10
月
1
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
土
）

応
募
方
法
：
作
品
（
1
人
3
句
ま

で
）
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
も
し

く
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ハ
ガ
キ
可
）

そ
の
他
：
入
賞
作
品
の
受
賞
者
に

は
、
表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し

ま
す
。

問
・
申
＝
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
・
人
権
川
柳
係

〒
8
6
8
–
0
0
5
6 

人
吉
市
寺

町
2
番
2
号

☎
2
2
ー
3
3
9
3

c
2
4
ー
3
6
6
7

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
年
内
に
建
設
機
械
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

・
締
固
め
用
機
械
（
ロ
ー
ラ
ー
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
P 

http://w
w

w
.hk-noukaicen-

ter.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

 【
入
試
日
程
（
全
4
回
実
施
）
】

11
月
8
日
（
日
）
・
12
月
6
日

（
日
）
2
0
2
1
年
1
月
24
日

（
日
）
・
2
月
21
日
（
日
）

時
間
：
午
前
9
時
か
ら

※
詳
細
は
、
人
吉
市
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://hitoy-

oshi-m
ed.jp

）
ま
た
は
、
人
吉

准
看
護
学
院 

公
式
L
I
N
E
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
学
校
見
学
・
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
事
前
申
込
で
、
平
日
夜
20
時

ま
で
、
土
日
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
准
看
護
学
院

☎
2
2
ー
2
9
6
2

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
在
宅
・パ
ソ
コ
ン
科（
人
吉
校
）】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
e
–
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で

は
の
個
別
対
応
で
す
。
受
講
は

A
：
初
心
者
、
B
：
中
級
者
、

C
:
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
か
ら
選
べ
ま

す
。

募
集
期
間
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
1
日
（
火
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）
ま

で
※
3
カ
月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
A
・
B
：
4
，
4
0
0
円
（
税

込
）
C
:
6
，
9
3
0
円
（
税

込
）
程
度

訓
練
場
所
：
自
宅
（
委
託
先
：
有

限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科（
人
吉
校
）】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
視
覚
取
得
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
2
日
（
水
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
24
日
（
水
）
ま

で
※
3
カ
月
間
・
訓
練
は
月
曜
、

水
曜 

午
後
6
時
30
分
か
ら
2
時
間

程
度

経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
9
，
9
0
0

円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校
（
有
限

会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験 

受
験
者
募
集

　
技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
い
て
、
働
く
方
々

の
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
合
格
者

に
は
、
特
級
、
1
級
及
び
単
一
等

級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
2
級
及

び
3
級
は
熊
本
県
知
事
名
に
よ

り
、
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
2
級
実
技
試
験
と
同
時

に
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県

地
方
予
選
会
」
を
兼
ね
て
実
施
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
10
月
5
日
（
月
）
〜

10
月
16
日
（
金
）

実
施
期
間
：
12
月
4
日
（
金
）
〜

令
和
3
年
2
月
21
日
（
日
）

合
格
発
表
：
令
和
3
年
3
月
19
日

（
金
）

問
＝
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
9
6
ー
2
8
5
ー
5
8
1
8

H
P

http://w
w

w
.noukai.or.jp
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る

県
税
の
申
告
期
限
な
ど
の
延
長

及
び
減
免
に
つ
い
て

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
の

一
部
の
地
域
（
人
吉
市
、
球
磨
郡

球
磨
村
、
球
磨
郡
山
江
村
、
球
磨

郡
相
良
村
、
球
磨
郡
錦
町
、
球
磨

郡
あ
さ
ぎ
り
町
、
球
磨
郡
多
良
木

町
、
球
磨
郡
湯
前
町
、
球
磨
郡
水

上
村
、
球
磨
郡
五
木
村
、
八
代
市

坂
本
町
、
葦
北
郡
芦
北
町
）
に
住

所
や
本
店
を
有
す
る
方
の
県
税
の

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
や
事
業
用
資
産

な
ど
に
一
定
以
上
の
被
害
を
受
け

た
方
は
県
税
の
減
免
を
、
被
災
に

よ
り
県
税
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
広
域
本
部
又
は

自
動
車
税
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
県
南
広
域
本
部

☎
0
9
6
5
ー
3
3
ー
3
1
8
0

問
＝
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
9
6
ー
3
6
8
ー
4
0
2
0

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
災
者

の
皆
様
へ
《
法
務
省
・
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
》

◆
土
地
・
建
物
の
権
利
証
を
紛
失

　
し
て
も
、
土
地
・
建
物
の
所
有

　
権
等
の
権
利
を
失
う
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

　
づ
き
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た

　
建
物
の
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
、

　
登
録
免
許
税
の
免
許
措
置
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
被
災
さ

　
れ
た
方
々
の
自
然
災
害
に
関
連

　
し
た
人
権
問
題
（
日
常
生
活
に

　
お
け
る
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
）

　
に
つ
い
て
、法
務
局
で
相
談
を
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
特
定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
に

　
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
法
的
支

　
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
3
日
の
時
点
で
、

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市

　
区
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
相
続
人
の
方
々
を
対
象
に
、「
相

　
続
の
承
認
又
は
放
棄
」
の
熟
慮

　
期
間
（
令
和
2
年
7
月
3
日
以

　
降
に
満
了
す
る
も
の
）
が
令
和

　
3
年
3
月
31
日（
水
）
ま
で
延

　
長
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
影
響
を

　
受
け
て
債
務
超
過
に
陥
っ
た
法

　
人
に
対
し
て
は
、一
部
の
場
合
を

　
除
き
、
令
和
4
年
7
月
2
日

　（
土
）
ま
で
の
間
、
裁
判
所
に

　
よ
る
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定

　
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
建
物
滅
失
登
記
及
び
会
社
・
法

　
人
等
の
役
員
変
更
登
記
等
の
申

　
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
7

　
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
期
間
内

　
に
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令

　
和
2
年
10
月
30
日（
金
）ま
で
に

　
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
不

　
履
行
に
つ
い
て
責
任
は
問
わ
れ

　
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
又
は
熊
本

地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
町
で
は
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
・
町
な
ど
へ
の
苦
情

や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、

住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
：
10
月
14
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
：
道
の
駅 

錦

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

錦
町
母
子
会
よ
り
入
会
の

ご
案
内

　
錦
町
母
子
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
九
州
豪
雨
災
害
な
ど
、
度
重
な

る
災
害
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
対
象
の
皆
さ

ん
に
支
援
を
届
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ

い
。

【
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
】

①「
お
た
が
い
さ
ま
B
O
X
」
　

　（
食
料
品
や
生
活
必
需
品
）
の

　
支
援

②
つ
な
ぎ
資
金
貸
与
や
小
口
貸
付

　
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す

③
暮
ら
し
や
仕
事
の
役
立
つ
情
報

　
が
L
I
N
E
な
ど
で
届
き
ま
す

④
新
入
学
児
童
お
祝
い
会
や
野
外

　
活
動
な
ど
、
会
員
限
定
の
イ
ベ

　
ン
ト
開
催
（
無
料
）

⑤
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
受

　
験
対
策
講
座
（
無
料
）

⑥
法
律
相
談
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

　
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
、

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
（
無
料
）
他

入
会
方
法
：
お
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
社
会
福
祉
法
人 

熊
本
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
協
議
会 

て
と
て
と

て☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
5

M
A

IL

：

info@
tetotetote.kum

am
o

to.jp

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

〜
『
里
親
制
度
』
と
は
？
〜

　
県
内
に
は
約
8
0
0
人
の
子
ど

も
が
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
親
の

元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
養
育

を
お
願
い
す
る
の
が
「
里
親
制

度
」
で
す
。
特
別
な
資
格
や
子
育

て
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
数
日

か
ら
で
も
O
K
。
大
切
な
の
は
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
気
持
ち
と
、

あ
な
た
が
持
つ
豊
か
な
愛
情
で

す
。

　
詳
し
く
は 

熊
本
県 

里
親
制
度 

で
検
索
。

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
2
8

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

ご
案
内

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計

量
器
は
、
2
年
に
1
度
、
法
定
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち
の

方
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
15
日
（
木
）
9
時
〜

14
時
30
分

場
所
：
錦
町
役
場

手
数
料
：
1
台
あ
た
り
5
0
0
円

〜
2
，
2
0
0
円

検
査
対
象
計
量
器
：
商
店
、
病

院
、
学
校
、
保
育
園
、
農
業
で
使

用
す
る
は
か
り

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

災
害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

D
V
な
ど
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

〜
ま
ず
は
相
談
を
〜

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
避
難
生
活
や
生
活
再
建
へ
の

不
安
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど

の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

D
V
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
。

【
相
談
機
関
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
D
V
相
談
専
用
電
話
）

☎
0
9
6
ー
3
8
1
ー
7
1
1
0

（
8
時
30
分
〜
22
時
、
土
日
祝
は

9
時
〜
）

○
熊
本
県
警
察
本
部
（
警
察
安
全

相
談
室
）

☎
♯
9
1
1
0

☎
0
9
6
ー
3
8
3
ー
9
1
1
0

※
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
等
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
6
6
6

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
2
2
2
3

（
土
曜
日
）

（
水
・
日
曜
日
除
く
9
時
30
分
〜

16
時
（
火
曜
日
は
〜
19
時
30
分
ま

で
）

○
D
V
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）（
内
閣

府
）

☎
0
1
2
0
ー
2
7
9
ー
8
8
9

（
24
時
間
）

問
＝
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
1
1
8
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇

や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
解

決
が
難
し
い
場
合
に
、
3
名
の
委

員
が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
労
働
者

の
方
は
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
利
用
可
能
で
、
事
業

主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で

す
。

　
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業
相

談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
4

時相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・

登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　
10
月
1
日
は
法
の
日
で
す
。

「
司
法
書
士
」
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
は
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
り
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
3
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所
：
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
：

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る

事
項

例
）

○
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
担
保
権

　
等
に
関
す
る
登
記

○
会
社
・
そ
の
他
法
人
に
関
す
る

　
登
記

○
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

　
ト
ラ
ブ
ル

○
裁
判
・
調
停
・
強
制
執
行
の
手

　
続
き
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

　
と

○
法
定
相
続
証
明
制
度
に
関
す
る

　
こ
と

土
地
家
調
査
士
の
業
務
全
般
に
関

す
る
事
項

例
）

○
土
地
の
測
量
・
分
筆
・
合
筆
・

　
地
目
変
更
に
関
す
る
登
記

○
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し

　
等
に
関
す
る
登
記

○
境
界
復
元
・
境
界
問
題
・
境
界

　
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
＝
熊
本
県
司
法
書
士
会
　
人
吉

支
部

☎
2
4
ー
3
2
5
3

問
＝
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

人
吉
支
部

☎
3
8
ー
1
7
8
4

コ
ロ
ナ
相
談
・
震
災
夜
間

法
律
相
談
会

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
熊

本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
震
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
と
し
て
、
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
な
い
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
相
談
は
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

日
時
：
毎
週 

月
・
木
（
祝
祭
日
は

除
く
）
18
時
〜
20
時

☎
0
9
6
–
3
6
4
–
0
8
0
0

（
無
料
・
予
約
不
要
）

【
ウ
ェ
ブ
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
相
談
）
】

　
予
約
先
ア
ド
レ
ス
宛
に
氏
名
、

希
望
日
時
、
連
絡
先
等
を
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：

kum
am

oto.seinen.shihoush

oshi@
gm

ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会H

P

（http://w
w

w
.yu-

seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

問
＝
電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書

士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：
司
法
書
士
　
磯
﨑

耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
な
し
に
は
成

り
立
た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で
】

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て
】

　
令
和
3
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

※
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
「
三
つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.saiban.courts

.go.jp/

令
和
2
年
度
「
人
吉
・
球
磨

人
権
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
一
週

間
を
人
権
週
間
と
し
て
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
関
連
啓
発
事
業
と
し
て
、

人
吉
球
磨
地
区
に
在
住
し
て
い
る

方
を
対
象
に
「
人
権
に
関
す
る
こ

と
が
ら
」
を
題
材
に
し
た
、
明
る

く
前
向
き
に
捉
え
る
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
：
10
月
1
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
土
）

応
募
方
法
：
作
品
（
1
人
3
句
ま

で
）
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
も
し

く
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ハ
ガ
キ
可
）

そ
の
他
：
入
賞
作
品
の
受
賞
者
に

は
、
表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し

ま
す
。

問
・
申
＝
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
・
人
権
川
柳
係

〒
8
6
8
–
0
0
5
6 

人
吉
市
寺

町
2
番
2
号

☎
2
2
ー
3
3
9
3

c
2
4
ー
3
6
6
7

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
年
内
に
建
設
機
械
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

・
締
固
め
用
機
械
（
ロ
ー
ラ
ー
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
P 

http://w
w

w
.hk-noukaicen-

ter.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

 【
入
試
日
程
（
全
4
回
実
施
）
】

11
月
8
日
（
日
）
・
12
月
6
日

（
日
）
2
0
2
1
年
1
月
24
日

（
日
）
・
2
月
21
日
（
日
）

時
間
：
午
前
9
時
か
ら

※
詳
細
は
、
人
吉
市
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://hitoy-

oshi-m
ed.jp

）
ま
た
は
、
人
吉

准
看
護
学
院 

公
式
L
I
N
E
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
学
校
見
学
・
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
事
前
申
込
で
、
平
日
夜
20
時

ま
で
、
土
日
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
准
看
護
学
院

☎
2
2
ー
2
9
6
2

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
在
宅
・パ
ソ
コ
ン
科（
人
吉
校
）】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
e
–
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で

は
の
個
別
対
応
で
す
。
受
講
は

A
：
初
心
者
、
B
：
中
級
者
、

C
:
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
か
ら
選
べ
ま

す
。

募
集
期
間
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
1
日
（
火
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）
ま

で
※
3
カ
月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
A
・
B
：
4
，
4
0
0
円
（
税

込
）
C
:
6
，
9
3
0
円
（
税

込
）
程
度

訓
練
場
所
：
自
宅
（
委
託
先
：
有

限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科（
人
吉
校
）】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
視
覚
取
得
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
2
日
（
水
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
24
日
（
水
）
ま

で
※
3
カ
月
間
・
訓
練
は
月
曜
、

水
曜 

午
後
6
時
30
分
か
ら
2
時
間

程
度

経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
9
，
9
0
0

円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校
（
有
限

会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験 

受
験
者
募
集

　
技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
い
て
、
働
く
方
々

の
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
合
格
者

に
は
、
特
級
、
1
級
及
び
単
一
等

級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
2
級
及

び
3
級
は
熊
本
県
知
事
名
に
よ

り
、
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
2
級
実
技
試
験
と
同
時

に
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県

地
方
予
選
会
」
を
兼
ね
て
実
施
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
10
月
5
日
（
月
）
〜

10
月
16
日
（
金
）

実
施
期
間
：
12
月
4
日
（
金
）
〜

令
和
3
年
2
月
21
日
（
日
）

合
格
発
表
：
令
和
3
年
3
月
19
日

（
金
）

問
＝
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
9
6
ー
2
8
5
ー
5
8
1
8

H
P

http://w
w
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募

　集

令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る

県
税
の
申
告
期
限
な
ど
の
延
長

及
び
減
免
に
つ
い
て

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
の

一
部
の
地
域
（
人
吉
市
、
球
磨
郡

球
磨
村
、
球
磨
郡
山
江
村
、
球
磨

郡
相
良
村
、
球
磨
郡
錦
町
、
球
磨

郡
あ
さ
ぎ
り
町
、
球
磨
郡
多
良
木

町
、
球
磨
郡
湯
前
町
、
球
磨
郡
水

上
村
、
球
磨
郡
五
木
村
、
八
代
市

坂
本
町
、
葦
北
郡
芦
北
町
）
に
住

所
や
本
店
を
有
す
る
方
の
県
税
の

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
や
事
業
用
資
産

な
ど
に
一
定
以
上
の
被
害
を
受
け

た
方
は
県
税
の
減
免
を
、
被
災
に

よ
り
県
税
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
広
域
本
部
又
は

自
動
車
税
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
県
南
広
域
本
部

☎
0
9
6
5
ー
3
3
ー
3
1
8
0

問
＝
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
9
6
ー
3
6
8
ー
4
0
2
0

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
災
者

の
皆
様
へ
《
法
務
省
・
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
》

◆
土
地
・
建
物
の
権
利
証
を
紛
失

　
し
て
も
、
土
地
・
建
物
の
所
有

　
権
等
の
権
利
を
失
う
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

　
づ
き
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た

　
建
物
の
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
、

　
登
録
免
許
税
の
免
許
措
置
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
被
災
さ

　
れ
た
方
々
の
自
然
災
害
に
関
連

　
し
た
人
権
問
題
（
日
常
生
活
に

　
お
け
る
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
）

　
に
つ
い
て
、法
務
局
で
相
談
を
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
特
定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
に

　
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
法
的
支

　
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
3
日
の
時
点
で
、

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市

　
区
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
相
続
人
の
方
々
を
対
象
に
、「
相

　
続
の
承
認
又
は
放
棄
」
の
熟
慮

　
期
間
（
令
和
2
年
7
月
3
日
以

　
降
に
満
了
す
る
も
の
）
が
令
和

　
3
年
3
月
31
日（
水
）
ま
で
延

　
長
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
影
響
を

　
受
け
て
債
務
超
過
に
陥
っ
た
法

　
人
に
対
し
て
は
、一
部
の
場
合
を

　
除
き
、
令
和
4
年
7
月
2
日

　（
土
）
ま
で
の
間
、
裁
判
所
に

　
よ
る
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定

　
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
建
物
滅
失
登
記
及
び
会
社
・
法

　
人
等
の
役
員
変
更
登
記
等
の
申

　
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
7

　
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
期
間
内

　
に
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令

　
和
2
年
10
月
30
日（
金
）ま
で
に

　
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
不

　
履
行
に
つ
い
て
責
任
は
問
わ
れ

　
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
又
は
熊
本

地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
町
で
は
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
・
町
な
ど
へ
の
苦
情

や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、

住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
：
10
月
14
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
：
道
の
駅 

錦

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

錦
町
母
子
会
よ
り
入
会
の

ご
案
内

　
錦
町
母
子
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
九
州
豪
雨
災
害
な
ど
、
度
重
な

る
災
害
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
対
象
の
皆
さ

ん
に
支
援
を
届
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ

い
。

【
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
】

①「
お
た
が
い
さ
ま
B
O
X
」
　

　（
食
料
品
や
生
活
必
需
品
）
の

　
支
援

②
つ
な
ぎ
資
金
貸
与
や
小
口
貸
付

　
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す

③
暮
ら
し
や
仕
事
の
役
立
つ
情
報

　
が
L
I
N
E
な
ど
で
届
き
ま
す

④
新
入
学
児
童
お
祝
い
会
や
野
外

　
活
動
な
ど
、
会
員
限
定
の
イ
ベ

　
ン
ト
開
催
（
無
料
）

⑤
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
受

　
験
対
策
講
座
（
無
料
）

⑥
法
律
相
談
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

　
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
、

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
（
無
料
）
他

入
会
方
法
：
お
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
社
会
福
祉
法
人 

熊
本
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
協
議
会 

て
と
て
と

て☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
5

M
A

IL

：

info@
tetotetote.kum

am
o

to.jp

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

〜
『
里
親
制
度
』
と
は
？
〜

　
県
内
に
は
約
8
0
0
人
の
子
ど

も
が
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
親
の

元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
養
育

を
お
願
い
す
る
の
が
「
里
親
制

度
」
で
す
。
特
別
な
資
格
や
子
育

て
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
数
日

か
ら
で
も
O
K
。
大
切
な
の
は
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
気
持
ち
と
、

あ
な
た
が
持
つ
豊
か
な
愛
情
で

す
。

　
詳
し
く
は 

熊
本
県 

里
親
制
度 

で
検
索
。

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
2
8

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

ご
案
内

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計

量
器
は
、
2
年
に
1
度
、
法
定
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち
の

方
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
15
日
（
木
）
9
時
〜

14
時
30
分

場
所
：
錦
町
役
場

手
数
料
：
1
台
あ
た
り
5
0
0
円

〜
2
，
2
0
0
円

検
査
対
象
計
量
器
：
商
店
、
病

院
、
学
校
、
保
育
園
、
農
業
で
使

用
す
る
は
か
り

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

災
害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

D
V
な
ど
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

〜
ま
ず
は
相
談
を
〜

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
避
難
生
活
や
生
活
再
建
へ
の

不
安
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど

の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

D
V
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
。

【
相
談
機
関
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
D
V
相
談
専
用
電
話
）

☎
0
9
6
ー
3
8
1
ー
7
1
1
0

（
8
時
30
分
〜
22
時
、
土
日
祝
は

9
時
〜
）

○
熊
本
県
警
察
本
部
（
警
察
安
全

相
談
室
）

☎
♯
9
1
1
0

☎
0
9
6
ー
3
8
3
ー
9
1
1
0

※
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
等
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
6
6
6

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
2
2
2
3

（
土
曜
日
）

（
水
・
日
曜
日
除
く
9
時
30
分
〜

16
時
（
火
曜
日
は
〜
19
時
30
分
ま

で
）

○
D
V
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）（
内
閣

府
）

☎
0
1
2
0
ー
2
7
9
ー
8
8
9

（
24
時
間
）

問
＝
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
1
1
8
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇

や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
解

決
が
難
し
い
場
合
に
、
3
名
の
委

員
が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
労
働
者

の
方
は
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
利
用
可
能
で
、
事
業

主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で

す
。

　
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業
相

談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
4

時相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・

登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　
10
月
1
日
は
法
の
日
で
す
。

「
司
法
書
士
」
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
は
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
り
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
3
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所
：
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
：

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る

事
項

例
）

○
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
担
保
権

　
等
に
関
す
る
登
記

○
会
社
・
そ
の
他
法
人
に
関
す
る

　
登
記

○
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

　
ト
ラ
ブ
ル

○
裁
判
・
調
停
・
強
制
執
行
の
手

　
続
き
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

　
と

○
法
定
相
続
証
明
制
度
に
関
す
る

　
こ
と

土
地
家
調
査
士
の
業
務
全
般
に
関

す
る
事
項

例
）

○
土
地
の
測
量
・
分
筆
・
合
筆
・

　
地
目
変
更
に
関
す
る
登
記

○
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し

　
等
に
関
す
る
登
記

○
境
界
復
元
・
境
界
問
題
・
境
界

　
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
＝
熊
本
県
司
法
書
士
会
　
人
吉

支
部

☎
2
4
ー
3
2
5
3

問
＝
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

人
吉
支
部

☎
3
8
ー
1
7
8
4

コ
ロ
ナ
相
談
・
震
災
夜
間

法
律
相
談
会

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
熊

本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
震
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
と
し
て
、
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
な
い
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
相
談
は
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

日
時
：
毎
週 

月
・
木
（
祝
祭
日
は

除
く
）
18
時
〜
20
時

☎
0
9
6
–
3
6
4
–
0
8
0
0

（
無
料
・
予
約
不
要
）

【
ウ
ェ
ブ
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
相
談
）
】

　
予
約
先
ア
ド
レ
ス
宛
に
氏
名
、

希
望
日
時
、
連
絡
先
等
を
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：

kum
am

oto.seinen.shihoush

oshi@
gm

ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会H

P

（http://w
w

w
.yu-

seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

問
＝
電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書

士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：
司
法
書
士
　
磯
﨑

耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
な
し
に
は
成

り
立
た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で
】

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て
】

　
令
和
3
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

※
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
「
三
つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.saiban.courts

.go.jp/

令
和
2
年
度
「
人
吉
・
球
磨

人
権
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
一
週

間
を
人
権
週
間
と
し
て
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
関
連
啓
発
事
業
と
し
て
、

人
吉
球
磨
地
区
に
在
住
し
て
い
る

方
を
対
象
に
「
人
権
に
関
す
る
こ

と
が
ら
」
を
題
材
に
し
た
、
明
る

く
前
向
き
に
捉
え
る
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
：
10
月
1
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
土
）

応
募
方
法
：
作
品
（
1
人
3
句
ま

で
）
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
も
し

く
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ハ
ガ
キ
可
）

そ
の
他
：
入
賞
作
品
の
受
賞
者
に

は
、
表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し

ま
す
。

問
・
申
＝
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
・
人
権
川
柳
係

〒
8
6
8
–
0
0
5
6 

人
吉
市
寺

町
2
番
2
号

☎
2
2
ー
3
3
9
3

c
2
4
ー
3
6
6
7

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
年
内
に
建
設
機
械
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

・
締
固
め
用
機
械
（
ロ
ー
ラ
ー
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
P 

http://w
w

w
.hk-noukaicen-

ter.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

 【
入
試
日
程
（
全
4
回
実
施
）
】

11
月
8
日
（
日
）
・
12
月
6
日

（
日
）
2
0
2
1
年
1
月
24
日

（
日
）
・
2
月
21
日
（
日
）

時
間
：
午
前
9
時
か
ら

※
詳
細
は
、
人
吉
市
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://hitoy-

oshi-m
ed.jp

）
ま
た
は
、
人
吉

准
看
護
学
院 

公
式
L
I
N
E
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
学
校
見
学
・
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
事
前
申
込
で
、
平
日
夜
20
時

ま
で
、
土
日
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
准
看
護
学
院

☎
2
2
ー
2
9
6
2

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
在
宅
・パ
ソ
コ
ン
科（
人
吉
校
）】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
e
–
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で

は
の
個
別
対
応
で
す
。
受
講
は

A
：
初
心
者
、
B
：
中
級
者
、

C
:
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
か
ら
選
べ
ま

す
。

募
集
期
間
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
1
日
（
火
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）
ま

で
※
3
カ
月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
A
・
B
：
4
，
4
0
0
円
（
税

込
）
C
:
6
，
9
3
0
円
（
税

込
）
程
度

訓
練
場
所
：
自
宅
（
委
託
先
：
有

限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科（
人
吉
校
）】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
視
覚
取
得
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
2
日
（
水
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
24
日
（
水
）
ま

で
※
3
カ
月
間
・
訓
練
は
月
曜
、

水
曜 

午
後
6
時
30
分
か
ら
2
時
間

程
度

経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
9
，
9
0
0

円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校
（
有
限

会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験 
受
験
者
募
集

　
技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
い
て
、
働
く
方
々

の
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
合
格
者

に
は
、
特
級
、
1
級
及
び
単
一
等

級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
2
級
及

び
3
級
は
熊
本
県
知
事
名
に
よ

り
、
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
2
級
実
技
試
験
と
同
時

に
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県

地
方
予
選
会
」
を
兼
ね
て
実
施
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
10
月
5
日
（
月
）
〜

10
月
16
日
（
金
）

実
施
期
間
：
12
月
4
日
（
金
）
〜

令
和
3
年
2
月
21
日
（
日
）

合
格
発
表
：
令
和
3
年
3
月
19
日

（
金
）

問
＝
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
9
6
ー
2
8
5
ー
5
8
1
8

H
P

http://w
w

w
.noukai.or.jp

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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募

　集

令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る

県
税
の
申
告
期
限
な
ど
の
延
長

及
び
減
免
に
つ
い
て

　
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
県
内
の

一
部
の
地
域
（
人
吉
市
、
球
磨
郡

球
磨
村
、
球
磨
郡
山
江
村
、
球
磨

郡
相
良
村
、
球
磨
郡
錦
町
、
球
磨

郡
あ
さ
ぎ
り
町
、
球
磨
郡
多
良
木

町
、
球
磨
郡
湯
前
町
、
球
磨
郡
水

上
村
、
球
磨
郡
五
木
村
、
八
代
市

坂
本
町
、
葦
北
郡
芦
北
町
）
に
住

所
や
本
店
を
有
す
る
方
の
県
税
の

申
告
や
納
付
な
ど
の
期
限
を
延
長

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
や
事
業
用
資
産

な
ど
に
一
定
以
上
の
被
害
を
受
け

た
方
は
県
税
の
減
免
を
、
被
災
に

よ
り
県
税
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
広
域
本
部
又
は

自
動
車
税
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

問
＝
県
南
広
域
本
部

☎
0
9
6
5
ー
3
3
ー
3
1
8
0

問
＝
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
9
6
ー
3
6
8
ー
4
0
2
0

令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
被
災
者

の
皆
様
へ
《
法
務
省
・
法
務
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
》

◆
土
地
・
建
物
の
権
利
証
を
紛
失

　
し
て
も
、
土
地
・
建
物
の
所
有

　
権
等
の
権
利
を
失
う
こ
と
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

　
づ
き
、
自
然
災
害
で
被
災
し
た

　
建
物
の
建
て
替
え
等
に
つ
い
て
、

　
登
録
免
許
税
の
免
許
措
置
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。

◆
令
和
2
年
7
月
豪
雨
で
被
災
さ

　
れ
た
方
々
の
自
然
災
害
に
関
連

　
し
た
人
権
問
題
（
日
常
生
活
に

　
お
け
る
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
）

　
に
つ
い
て
、法
務
局
で
相
談
を
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
特
定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
に

　
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
法
的
支

　
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
3
日
の
時
点
で
、

　
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市

　
区
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　
相
続
人
の
方
々
を
対
象
に
、「
相

　
続
の
承
認
又
は
放
棄
」
の
熟
慮

　
期
間
（
令
和
2
年
7
月
3
日
以

　
降
に
満
了
す
る
も
の
）
が
令
和

　
3
年
3
月
31
日（
水
）
ま
で
延

　
長
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
2
年
7
月
豪
雨
の
影
響
を

　
受
け
て
債
務
超
過
に
陥
っ
た
法

　
人
に
対
し
て
は
、一
部
の
場
合
を

　
除
き
、
令
和
4
年
7
月
2
日

　（
土
）
ま
で
の
間
、
裁
判
所
に

　
よ
る
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定

　
が
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
建
物
滅
失
登
記
及
び
会
社
・
法

　
人
等
の
役
員
変
更
登
記
等
の
申

　
請
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
7

　
月
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
期
間
内

　
に
登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令

　
和
2
年
10
月
30
日（
金
）ま
で
に

　
申
請
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
不

　
履
行
に
つ
い
て
責
任
は
問
わ
れ

　
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
法
務
省
又
は
熊
本

地
方
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
週
間
の
お
知
ら
せ

　
10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　
町
で
は
、
特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

が
、
国
や
県
・
町
な
ど
へ
の
苦
情

や
要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、

住
民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
：
10
月
14
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
：
道
の
駅 

錦

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

錦
町
母
子
会
よ
り
入
会
の

ご
案
内

　
錦
町
母
子
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

や
九
州
豪
雨
災
害
な
ど
、
度
重
な

る
災
害
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
対
象
の
皆
さ

ん
に
支
援
を
届
け
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ

い
。

【
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
】

①「
お
た
が
い
さ
ま
B
O
X
」
　

　（
食
料
品
や
生
活
必
需
品
）
の

　
支
援

②
つ
な
ぎ
資
金
貸
与
や
小
口
貸
付

　
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す

③
暮
ら
し
や
仕
事
の
役
立
つ
情
報

　
が
L
I
N
E
な
ど
で
届
き
ま
す

④
新
入
学
児
童
お
祝
い
会
や
野
外

　
活
動
な
ど
、
会
員
限
定
の
イ
ベ

　
ン
ト
開
催
（
無
料
）

⑤
中
学
3
年
生
を
対
象
と
し
た
受

　
験
対
策
講
座
（
無
料
）

⑥
法
律
相
談
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ

　
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
、

　
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
（
無
料
）
他

入
会
方
法
：
お
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
＝
社
会
福
祉
法
人 

熊
本
県
ひ
と

り
親
家
庭
福
祉
協
議
会 

て
と
て
と

て☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
5

M
A

IL

：

info@
tetotetote.kum

am
o

to.jp

子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

〜
『
里
親
制
度
』
と
は
？
〜

　
県
内
に
は
約
8
0
0
人
の
子
ど

も
が
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
親
の

元
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
養
育

を
お
願
い
す
る
の
が
「
里
親
制

度
」
で
す
。
特
別
な
資
格
や
子
育

て
の
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
数
日

か
ら
で
も
O
K
。
大
切
な
の
は
、

子
ど
も
に
寄
り
添
う
気
持
ち
と
、

あ
な
た
が
持
つ
豊
か
な
愛
情
で

す
。

　
詳
し
く
は 

熊
本
県 

里
親
制
度 

で
検
索
。

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
2
8

特
定
計
量
器
定
期
検
査
の

ご
案
内

　
取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
計

量
器
は
、
2
年
に
1
度
、
法
定
の

定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
計
量

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
計
量
器
を
お
持
ち
の

方
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
15
日
（
木
）
9
時
〜

14
時
30
分

場
所
：
錦
町
役
場

手
数
料
：
1
台
あ
た
り
5
0
0
円

〜
2
，
2
0
0
円

検
査
対
象
計
量
器
：
商
店
、
病

院
、
学
校
、
保
育
園
、
農
業
で
使

用
す
る
は
か
り

問
＝
企
画
観
光
課

☎
3
8
ー
4
4
1
9

災
害
時
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

D
V
な
ど
が
発
生
す
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

〜
ま
ず
は
相
談
を
〜

　
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
避
難
生
活
や
生
活
再
建
へ
の

不
安
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
な
ど

の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

D
V
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず

は
相
談
を
。

【
相
談
機
関
】

○
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

（
D
V
相
談
専
用
電
話
）

☎
0
9
6
ー
3
8
1
ー
7
1
1
0

（
8
時
30
分
〜
22
時
、
土
日
祝
は

9
時
〜
）

○
熊
本
県
警
察
本
部
（
警
察
安
全

相
談
室
）

☎
♯
9
1
1
0

☎
0
9
6
ー
3
8
3
ー
9
1
1
0

※
最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
等
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
6
6
6

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
2
2
2
3

（
土
曜
日
）

（
水
・
日
曜
日
除
く
9
時
30
分
〜

16
時
（
火
曜
日
は
〜
19
時
30
分
ま

で
）

○
D
V
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）（
内
閣

府
）

☎
0
1
2
0
ー
2
7
9
ー
8
8
9

（
24
時
間
）

問
＝
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
5
5
ー
1
1
8
7

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇

や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
自
主
的
な
解

決
が
難
し
い
場
合
に
、
3
名
の
委

員
が
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
労
働
者

の
方
は
正
社
員
で
あ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
利
用
可
能
で
、
事
業

主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で

す
。

　
ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
7
5
3

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
紹
介

　
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
た
い
高

齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高

め
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
長
年

培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
活

か
し
就
職
で
き
る
よ
う
、
職
業
相

談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

職
業
紹
介
所
で
す
。

相
談
日
：
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

相
談
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
4

時相
談
場
所
：
球
磨
地
域
振
興
局
2

階
福
祉
課
内

問
＝
熊
本
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
球
磨
相
談
所

☎
2
2
ー
2
6
2
5

「
法
の
日
」
無
料
法
律
・

登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　
10
月
1
日
は
法
の
日
で
す
。

「
司
法
書
士
」
「
土
地
家
屋
調
査

士
」
は
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
り
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
：
10
月
3
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

場
所
：
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
：

司
法
書
士
の
業
務
全
般
に
関
す
る

事
項

例
）

○
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
担
保
権

　
等
に
関
す
る
登
記

○
会
社
・
そ
の
他
法
人
に
関
す
る

　
登
記

○
お
金
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

　
ト
ラ
ブ
ル

○
裁
判
・
調
停
・
強
制
執
行
の
手

　
続
き
に
関
す
る
こ
と

○
遺
言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

　
と

○
法
定
相
続
証
明
制
度
に
関
す
る

　
こ
と

土
地
家
調
査
士
の
業
務
全
般
に
関

す
る
事
項

例
）

○
土
地
の
測
量
・
分
筆
・
合
筆
・

　
地
目
変
更
に
関
す
る
登
記

○
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し

　
等
に
関
す
る
登
記

○
境
界
復
元
・
境
界
問
題
・
境
界

　
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

問
＝
熊
本
県
司
法
書
士
会
　
人
吉

支
部

☎
2
4
ー
3
2
5
3

問
＝
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

人
吉
支
部

☎
3
8
ー
1
7
8
4

コ
ロ
ナ
相
談
・
震
災
夜
間

法
律
相
談
会

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
お
よ
び
熊

本
県
青
年
司
法
書
士
会
は
、
震
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
と
し
て
、
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
な
い
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
相
談
は
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

日
時
：
毎
週 

月
・
木
（
祝
祭
日
は

除
く
）
18
時
〜
20
時

☎
0
9
6
–
3
6
4
–
0
8
0
0

（
無
料
・
予
約
不
要
）

【
ウ
ェ
ブ
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
相
談
）
】

　
予
約
先
ア
ド
レ
ス
宛
に
氏
名
、

希
望
日
時
、
連
絡
先
等
を
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：

kum
am

oto.seinen.shihoush

oshi@
gm

ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会H

P

（http://w
w

w
.yu-

seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

問
＝
電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書

士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：
司
法
書
士
　
磯
﨑

耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

裁
判
員
制
度
〜
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
円

滑
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
な
し
に
は
成

り
立
た
な
い
制
度
で
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る

ま
で
】

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
し
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

に
つ
い
て
】

　
令
和
3
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年

11
月
中
旬
に
名
簿
記
載
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ

て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ

の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調

査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、

1
年
を
通
じ
て
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々
の
ご

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

※
裁
判
員
裁
判
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け

る
よ
う
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
「
三
つ
の
密
」
を
避
け
る
な
ど

の
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
は

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.saiban.courts

.go.jp/

令
和
2
年
度
「
人
吉
・
球
磨

人
権
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
で
は
、
12
月
4
日
か
ら
一
週

間
を
人
権
週
間
と
し
て
、
人
権
尊

重
社
会
の
実
現
に
向
け
て
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
関
連
啓
発
事
業
と
し
て
、

人
吉
球
磨
地
区
に
在
住
し
て
い
る

方
を
対
象
に
「
人
権
に
関
す
る
こ

と
が
ら
」
を
題
材
に
し
た
、
明
る

く
前
向
き
に
捉
え
る
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
：
10
月
1
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
土
）

応
募
方
法
：
作
品
（
1
人
3
句
ま

で
）
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
も
し

く
は
F
A
X
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ハ
ガ
キ
可
）

そ
の
他
：
入
賞
作
品
の
受
賞
者
に

は
、
表
彰
状
及
び
副
賞
を
授
与
し

ま
す
。

問
・
申
＝
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉

支
局
・
人
権
川
柳
係

〒
8
6
8
–
0
0
5
6 

人
吉
市
寺

町
2
番
2
号

☎
2
2
ー
3
3
9
3

c
2
4
ー
3
6
6
7

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
年
内
に
建
設
機
械
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

・
締
固
め
用
機
械
（
ロ
ー
ラ
ー
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）

・
車
両
系
建
設
機
械
（
解
体
用
）

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

場
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

H
P 

http://w
w

w
.hk-noukaicen-

ter.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

 【
入
試
日
程
（
全
4
回
実
施
）
】

11
月
8
日
（
日
）
・
12
月
6
日

（
日
）
2
0
2
1
年
1
月
24
日

（
日
）
・
2
月
21
日
（
日
）

時
間
：
午
前
9
時
か
ら

※
詳
細
は
、
人
吉
市
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://hitoy-

oshi-m
ed.jp

）
ま
た
は
、
人
吉

准
看
護
学
院 
公
式
L
I
N
E
に
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
学
校
見
学
・
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
事
前
申
込
で
、
平
日
夜
20
時

ま
で
、
土
日
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

問
＝
人
吉
准
看
護
学
院

☎
2
2
ー
2
9
6
2

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
在
宅
・パ
ソ
コ
ン
科（
人
吉
校
）】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
e
–
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ら
で

は
の
個
別
対
応
で
す
。
受
講
は

A
：
初
心
者
、
B
：
中
級
者
、

C
:
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
か
ら
選
べ
ま

す
。

募
集
期
間
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
1
日
（
火
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
26
日
（
金
）
ま

で
※
3
カ
月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
A
・
B
：
4
，
4
0
0
円
（
税

込
）
C
:
6
，
9
3
0
円
（
税

込
）
程
度

訓
練
場
所
：
自
宅
（
委
託
先
：
有

限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科（
人
吉
校
）】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴

覚
、
上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知

的
は
要
相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
視
覚
取
得
（
エ
ク
セ
ル
・

ワ
ー
ド
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
10
月
30
日
（
金
）
ま

で訓
練
期
間
：
12
月
2
日
（
水
）
か

ら
令
和
3
年
2
月
24
日
（
水
）
ま

で
※
3
カ
月
間
・
訓
練
は
月
曜
、

水
曜 

午
後
6
時
30
分
か
ら
2
時
間

程
度

経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
9
，
9
0
0

円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校
（
有
限

会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
「
技
能
検
定
」

国
家
試
験 

受
験
者
募
集

　
技
能
検
定
は
、
職
業
能
力
開
発

促
進
法
に
基
づ
い
て
、
働
く
方
々

の
技
能
・
知
識
を
一
定
の
基
準
に

よ
り
検
定
し
、
国
と
し
て
証
明
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
合
格
者

に
は
、
特
級
、
1
級
及
び
単
一
等

級
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
2
級
及

び
3
級
は
熊
本
県
知
事
名
に
よ

り
、
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
2
級
実
技
試
験
と
同
時

に
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊
本
県

地
方
予
選
会
」
を
兼
ね
て
実
施
し

ま
す
。

受
付
期
間
：
10
月
5
日
（
月
）
〜

10
月
16
日
（
金
）

実
施
期
間
：
12
月
4
日
（
金
）
〜

令
和
3
年
2
月
21
日
（
日
）

合
格
発
表
：
令
和
3
年
3
月
19
日

（
金
）

問
＝
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
0
9
6
ー
2
8
5
ー
5
8
1
8

H
P

http://w
w

w
.noukai.or.jp

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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　こんにちは。隊員着任から5カ月が経過しました。8月は非常に暑く、連日のように40度に迫る

勢いでした。

　私が住む一武駐在所跡には大きめの外灯があります。この季節になると、夜は明かりに誘われ

て、様々な虫が集まります。カブトムシ、カナブン、コガネムシ、カミキリムシなどが朝まで居続

けます。こんなにたくさんの虫たちがいる光景は、自然豊かな錦町の証しでもあり、どこか懐かし

い想いが蘇ってきて、風流だなと感じるのでした。

　さて、8月はボランティアとして、由留木地区と浜川地区で被災者支援を行いました。被災から1

カ月経過しても、まだ爪痕が残る場所も多く、悲惨な光景が広がっていました。1日には、被災され

た田中正規さん（90）のご自宅の倉庫の片付けを手伝いました。農機具や民具が多く、民俗学を専

門とする私は「これは救わねば」と思い、許可を取って保管させていただくことにしました。

　同時に、状態が良いホーロー製の海軍の食器と、日露戦争時の砲弾を花瓶に改造した記念品が出

てきました。また、田中さんより「濡れた紙類がある」とのお話をいただき、発泡スチロールに入

れられ水没した紙を拝見させていただきました。かなり古い文字が書かれていました。「もしかし

て、これが水損文書というものでは？」と考え、一旦私の自宅で預かり、文化財修復用の器具で恐

る恐る中を見てみたところ「佐世保鎮守府」「海軍」という印が押された封筒が出てきたのです。

　さらに、内容物が透けて見えたので読んでみると、驚くべきことに人吉基地を造成するための用

地を買収する旨の内容と、登記変更のために返送するようにと記載された文章が見えたのです。こ

のような資料は九州でも稀であり、基地と基地周辺の地域との繋がりを示す貴重なもので、大変驚

きました。昭和19年にも球磨川が氾濫し、木上地区周辺の田畑で浸水被害があったようですが、今

回、十日市や由留木地区を中心に当時の状況を記録した帳簿も発見されました。今後、分析をして

いき、今回の浸水被害地域と照合できればと考えています。

　このボランティア活動でのご縁もあって、3日にはKKTさんより取材のお話があり、20日にはテ

レビデビューを果たしました。

　今年の終戦の日は、「高ん原慰霊碑」にお参りをしました。快晴の中で、黙とうをする12時を迎

えたのは感慨深い瞬間でした。

　9月以降は幾分か涼しさが出てくることを期待し、日々の活動に精進したいと思います。

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　地域おこし協力隊　福岡幸博

普段は人吉海軍航空基地資料館（ひみつ基地ミュージアム☎28-8080）に勤務しています。
戦前・戦時中・戦後の出版物、戦争にまつわる物などありましたら、ご連絡ください。

8 月 15 日に撮影した高ん原慰霊碑 ボランティア活動中に発見したホーロー製の海軍食器

問合せ　　企画観光課　　☎ 3 8－ 4 4 1 9
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   錦町図書館または移動図書
館車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・
西コミュニティーセンター
に設置してあるブック
ポストへの返却も
可能ですので、
お気軽にご利用
　　ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
                      一般書書名         著　者          　　 児童書書名               　　   著　者

逃亡者
手塚治虫からの伝言　友情 
要領がよくないと思い込んでいる人のための仕事術
Ｑ＆Ａ生活保護利用ガイド 
がんで不安なあなたに読んでほしい。 
夢の正体
友達ゼロで不登校だった僕が世界一ハッピーな高校生になれたわけ

中村文則
手塚治虫
Ｆ太
山田壮志郎
清水研
アリス・ロブ
よしあき

虫ガール 
さわってたのしむどうぶつずかん〔点字資料〕 
転校生はかがくぶっしつかびんしょう
ゴミの島のサバイバル 
りんごだんだん 
日本遺産　１、２ 
調べる学習子ども年鑑　2020 

ソフィア・スペンサー

武濤洋
ゴムドリｃｏ．
小川忠博
文化庁

一般書 児童書

輪舞曲（ロンド）
朝井 まかて
新潮社

タマゾン川
山崎 充哲
旬報社

東京で観た松井須磨子の「人形の家」が
忘れられず、婚家を捨て演劇を目指し、
一躍、大正の劇壇を駆け上がった伝説の
女優、伊澤蘭奢。
キャリア絶頂で世を去った女の人生を、
三人の愛人と息子の目線から描きます。

東京を流れる多摩川はアユが100万匹ものぼっ
てくる美しい川になりました。しかし、そこにはア
マゾン川にすむアロワナやアリゲーターガーパイ
ク、グッピー、ピラニアなど、多摩川にいるはずの
ない“魚”たちがつぎつぎと発見されたのです。
悪者にされてしまう、捨てられた外国の魚にも命
があります。川を守り、魚たちの命も守る山崎さ
んの活動をのぞいてみませんか。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

図書館に雑誌があるって、知ってた！？
今年度、仲間入りした雑誌をご紹介します！！

スポーツ
『ナンバー』

キャンプ
『ビーパル』

映画
『キネマ旬報』

文化情報
『ペン』

農業
『現代農業』

11月 4日（水）は休館日です。
毎月第 1水曜日は休館日です。（祝日の場合は翌日が休館となります。）

紹介した雑誌以外にも、オレンジページ、ひ
よこクラブ、ゆうゆう、ノンノ、MOE、文藝
春秋、きょうの健康、プレジデント、趣味の
園芸、やさい畑と、いろいろな雑誌がありま
す。バックナンバーは貸し出しができます。
※現在、最新号の閲覧は行っておりません。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

　　午前　
ベビーマッサージ
午後　広場

　 　 　 1 2 

5  6 7 8 9 

12 13 14 15 16

19 20 21 22  23

26 27 28 29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　×

● 10 月の子育て支援センター ●
対 象 内 　 容

３日

8日

１2日

１3日

14日

21日

26日

28日

足型アート

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

身体測定
親子あそび

制作あそび

ベビーマッサージ

親子運動教室

身体測定
親子あそび

ハロウィン　
パーティー

はいはい
もも

はいはい
もも

はいはい
もも

全

全

要予約

ねんね

ねんね

―中濱幸浩先生の「ベビーコンディショニング」―親子運動教室

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

乳幼児期の成長に応じた家庭でできる、運動発達キーポイントエクササイズ

膝を曲げる角度や、うつ伏せの状態
で行うエクササイズなどを、分かり
易く指導していただきます。

※今月の運動教室は

　愛甲留美先生の親

　子ビクスです。赤

　ちゃんも参加でき

　ます。

　動きやすい服装で

　お越しください。

　婚活コーナー

※　お見合いをご希望の場合は、事前に相談員との面談が必要となります。
※　今後の予定は中止や変更させていただく場合があります。ご了承ください。

出張年金相談予約制のご案内
【令和2年10月開催予定】

毎週月曜日　　 　　　　　 第 1・3 水曜日             　第 2・4 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  ９：３０～１７：００（人吉市東西コミュニティセンター）
  ※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

5日・12日・19日・26日   　7日・21日　　　 　14日・28日　

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

◇　メール・お電話でのご相談
◇　会員登録者のメールでのご相談
◇　お見合い希望者の面談（2名）

◇　新規会員登録者の面談
◇　お見合い希望者の面談
◇　お見合い（お茶会・食事会）
◇　少人数交流会
　　　（お茶会・食事会）

相談員専用　メールアドレスを変更しました

◆8月の報告◆ ◆今後の予定◆

◇相談員専用メールアドレス
　nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽にお問い合わせください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

　　午前　
ベビーマッサージ
午後　広場

　 　 　 1 2 

5  6 7 8 9 

12 13 14 15 16

19 20 21 22  23

26 27 28 29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　×

● 10 月の子育て支援センター ●
対 象 内 　 容

３日

8日

１2日

１3日

14日

21日

26日

28日

足型アート

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

身体測定
親子あそび

制作あそび

ベビーマッサージ

親子運動教室

身体測定
親子あそび

ハロウィン　
パーティー

はいはい
もも

はいはい
もも

はいはい
もも

全

全

要予約

ねんね

ねんね

―中濱幸浩先生の「ベビーコンディショニング」―親子運動教室

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

乳幼児期の成長に応じた家庭でできる、運動発達キーポイントエクササイズ

膝を曲げる角度や、うつ伏せの状態
で行うエクササイズなどを、分かり
易く指導していただきます。

※今月の運動教室は

　愛甲留美先生の親

　子ビクスです。赤

　ちゃんも参加でき

　ます。

　動きやすい服装で

　お越しください。
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前日の夕食時間と中性脂肪 140以上者の関係

前日の夕食時間

夜4時～7時30分 夜8時～8時30分 夜9時以降

　こどもの頃から自分の健康について家族で考え、生活習慣を振り返ってもらうことを目的に、
今年も中学3年生（83人）を対象に健康診断を実施し、77名（受診率92.8%）が受診しました。

　今年は、中学生健診前日の夕食時間と中
性脂肪の関係に注目しました。（右図）
　中性脂肪が140以上の生徒の夕食時間が
夜8時以降の割合が半分以上を占めてい
て、食事が遅くなるほど、中性脂肪の基準
値異常者が多いことがわかります。夕食時
間が遅い人ほど、エネルギーが使われない
ため肝臓などに蓄積され、体重が増加し脂
肪肝になります。

　今回の結果から、中学生でも生活習慣病予防が大切なことがわかります。食事の改善も必要で
すが、遅い食事を見直すだけでも血液データが改善することは間違いありません！
　ぜひ、中学生の結果から家庭での食事時間や内容を話し合ってみましょう！

検査結果の中で正常値よりも高い値の項目

こんにちは
保健師です

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

「遅い夕食時間」を　　
　　　見直しましょう

　　　～中学３年生の健康診断から～

保健師　藤川　絹代

検査項目 検査項目の説明
合　計

77人中 割合

中学生基準値
【有所見】

140 以上

5.6 以上

中性脂肪
脂肪や糖質など食物からエネルギーが余った
場合に中性脂肪として体に蓄える

採血時から1～2カ月前の血糖の平均値を反映。
この数値が高くなると血液の中に砂糖が多く
含まれ、糖尿病を発症、血管を痛める。

22人 28.6%

22 人 28.6%HbA1c

家族介護用品支給事業のご案内‼

高齢者見守りネットワ－ク登録のおしらせ！

高齢者等の安全と命
を守りましょう

　認知症の高齢者等のお世話
をされている方やご家族へ。
　行方不明のおそれや、ご心
配がある際は、一度ご相談く
ださい。

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

　認知症で行方不明になるおそれのある高齢者等を対象に、本人の情報などを役場及び警察署へ事前に情
報を提供することにより、高齢者等の行方が分からなくなった時に、早期に発見することができるように
する仕組みです。

【高齢者見守りネットワ－クとは・・・】

対 象 者　　65歳以上の認知症の方、又は町長が特に必要と認める者

登録方法　　錦町地域包括支援センタ－へ相談のうえ、登録を行います。
　　　　　　　※登録には、登録資料作成が必要となるため、聞き取りなどを
　 　　　　　　　行いますので、情報提供のご協力をお願いします。

オムツや尿取りパットの購入に
お役立てください

オムツやリハビリパンツ、尿取りパットの購入に際して、おむつ券を
支給しています。
◆対象： 在宅で要介護４・５ の方を介護されている家族の方
　　　 （ただし、非課税世帯に限ります）
◆助成： 1 件当たり年間 9 万円の助成

自宅で介護をされている家族の方へ

高
齢
者
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い

通
報
（
警
察
、
役
場
）

一
斉
捜
索
（
警
察
、
協
力
機
関
）

早
期
発
見
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家族介護用品支給事業のご案内‼

高齢者見守りネットワ－ク登録のおしらせ！

高齢者等の安全と命
を守りましょう

　認知症の高齢者等のお世話
をされている方やご家族へ。
　行方不明のおそれや、ご心
配がある際は、一度ご相談く
ださい。

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

　認知症で行方不明になるおそれのある高齢者等を対象に、本人の情報などを役場及び警察署へ事前に情
報を提供することにより、高齢者等の行方が分からなくなった時に、早期に発見することができるように
する仕組みです。

【高齢者見守りネットワ－クとは・・・】

対 象 者　　65歳以上の認知症の方、又は町長が特に必要と認める者

登録方法　　錦町地域包括支援センタ－へ相談のうえ、登録を行います。
　　　　　　　※登録には、登録資料作成が必要となるため、聞き取りなどを
　 　　　　　　　行いますので、情報提供のご協力をお願いします。

オムツや尿取りパットの購入に
お役立てください

オムツやリハビリパンツ、尿取りパットの購入に際して、おむつ券を
支給しています。
◆対象： 在宅で要介護４・５ の方を介護されている家族の方
　　　 （ただし、非課税世帯に限ります）
◆助成： 1 件当たり年間 9 万円の助成

自宅で介護をされている家族の方へ

高
齢
者
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い

通
報
（
警
察
、
役
場
）

一
斉
捜
索
（
警
察
、
協
力
機
関
）

早
期
発
見
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■人の動き
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思
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怪
我
し
て
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椅
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ろ
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と
思
う

車
椅
子
遠
く
か
ら
で
も
駆
け
て
来
て

押
す
は
日
ご
ろ
は
喋
ら
ぬ
人
よ

怪
我
を
し
て
毎
日
車
で
送
り
迎
え

我
が
職
場
ま
で
つ
い
て
く
る
子
らT

・
晴
美

松
葉
杖
脇
に
は
さ
み
て
オ
ク
ラ
切
る

家
族
四
人
星
座
を
探
す
夏
の
夜

怪
我
を
し
て
子
と
帰
宅
す
る
秋
の
宵

ク
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ま
た
　
逢
え
る
日
来
る
　
子
と
孫
に

坂
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敦
子

ひ
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つ
も
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姿
・
言
葉
ま
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親
子
か
な

ひ
と
つ
も
ん
　
働
く
遊
ぶ
　
双
子
バ
イ

坂
口
　
功
真
　
　（
拓
也
・
沙
希
）

　
　
　  

　
西
久
保

内
村
　
奏
介
　
　（
友
哉
・
春
奈
）

　
　
　  

　
西
大
王
三
条

小
川
　
れ
ん
　
　（
礼
・
薫
）

　
　
　  

　
西
内
門

橋
本
　
陽
桜
希
　（
陽
介
・
希
美
）

　
　
　  

　
一
武
栄

柳
瀬
　
朝
陽
　
　（
秀
平
・
咲
）

　
　
　  

　
西
上
松
里

川
村
　
新
　
　
　（
達
郎
・
恵
美
）

　
　
　  

　
木
上
平
良

岩
見
　
昊
祈
　
　（
豪
士
・
恵
理
）

　
　
　  

　
一
武
中
原

鈴
木
　
咲
希
　
　（
創
・
朋
美
）

　
　
　  

　
西
下
黒
辺
田
野

粟
生
　
勇
太
　（
西
下
井
手
ノ
口
）

大
西
　
侑
希
　（
多
良
木
町
）

中
村
　
文
弥
　（
一
武
西
原
）

愛
甲
　
瑞
穂
　（
あ
さ
ぎ
り
町
）

元
田
　
美
信
　（
73
歳
）　
木
上
迫

谷
川
　
浩
之
　（
82
歳
）　
一
武
上
忠
ケ
原

犬
童
　
ア
キ
ミ（
88
歳
）　
西
無
田
原

𠮷
田
　
春
代
　（
86
歳
）　
西
大
正

上
田
　
幸
子
　（
73
歳
）　
木
上
上
十
日
市

西
　
　
千
代
　（
87
歳
）　
西
下
井
手
ノ
口

☆
次
回
（
11
月
号
）
の
笠

◆
あ
ら
ん
こ
と
（
的
外
れ
な
こ
と
・
関

　係
な
い
こ
と
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　10
月
8
日
（
木
）

い
さ
な

そ
う
す
け

あ
さ
ひ

こ
う
き

さ
　
き

あ
ら
た

ひ
　
お
　
の

8月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，902（＋8）　　 　○総人口　１０，509（＋11）　  　○男　4,995（＋9）　  　○女　５，514（＋2）

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
一
武
の
中

村
真
矢
で
す
。
平
成
30
年
の
4
月
に
地

元
の
錦
町
へ
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
現
在

は
パ
ル
テ
ィ
ー
ル
福
寿
庵
の
営
業
担
当

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ

様
で
福
寿
庵
は
今
年
で
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
元

の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　
さ
て
、
錦
町
に
戻
っ
て
3
年
目
、
仕

事
や
地
域
で
の
関
わ
り
も
増
え
て

「
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん

だ
矢
先
の
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
。
7
月
に

は
熊
本
豪
雨
に
よ
る
被
害
、
さ
ら
に
は

9
月
の
大
型
台
風
と
、
令
和
2
年
は
何

か
と
激
動
続
き
で
不
安
の
尽
き
な
い
こ

と
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
私
の
身
内
や
近
隣
地
域
の
方
々
も
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
、
片
付
け
の
応
援
で

現
場
を
初
め
て
目
に
し
た
時
に
は
「
こ

れ
は
復
旧
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
ん
だ
ろ

う
…
」
と
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
自
身
も
被
災
し
な
が
ら
も
仲

間
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
、
力
を
合
わ
せ

て
『
街
の
灯
』
を
取
り
戻
そ
う
と
汗
を

流
す
人
吉
の
方
々
を
見
て
、
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
失
っ
た
も
の
は
大

き
い
が
、
希
望
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
気
づ
か
さ
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
明
る
い
話
題
は
少
な
く
て
つ
い
つ
い

下
を
向
き
が
ち
な
今
現
在
で
す
が
、
失

望
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
人
吉
球
磨

の
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
人
達

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　『
時
隔
て
い
つ
か
笑
い
あ
え
た
ら
い
い

な
。
ど
ん
な
苦
悩
さ
え
も
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
讃
え
あ
お
う
、
呆
れ
る
ほ
ど
』

こ
れ
は
私
の
好
き
な
歌
手
の
歌
詞
の
抜

粋
で
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
・
復
興
完
了
が

ど
れ
だ
け
先
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
く

て
も
、
い
つ
か
は
「
あ
の
時
お
互
い
よ

く
や
っ
た
よ
な
」
と
焼
酎
片
手
に
笑
い

あ
え
る
日
が
き
っ
と
来
る
は
ず
で
す
。

そ
の
日
ま
で
、
落
と
し
た
希
望
を
も
う

一
度
拾
い
上
げ
て
み
ん
な
で
分
け
合
っ

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
若
造
の
青
く
さ
い
独
り
言
で

し
た
。
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
が
ク
ス

リ
と
笑
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
で
も
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

◆
次
回
は
一
武
中
忠
ヶ
原
◆

◆
星
原
　
誠
人
さ
ん
で
す
◆

　　

　

梨
・
栗
・
ぶ
ど
う

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
8
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
月
「
に
し
き
狂
句
」
で
使
う
球
磨
弁
の

笠
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
苦
慮
し
て

い
ま
す
。

　
好
き
な
球
磨
弁
に
「
な
ど
か
」
と
「
だ
ん

だ
ん
な
」
が
あ
り
ま
す
。
「
な
ど
か
」
は
①

温
厚
・
柔
和
な
性
格
②
ま
ろ
や
か
な
味
の
二

つ
の
意
味
で
す
。
同
じ
よ
う
に
「
だ
ん
だ
ん

な
」
も
①
あ
り
が
と
う
②
さ
よ
う
な
ら
の
二

つ
を
表
し
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
言
え
る
こ
と

は
、
標
準
語
に
し
て
し
ま
う
と
気
持
ち
や
意

味
が
微
妙
に
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
球

磨
弁
に
は
球
磨
の
人
に
し
か
表
す
こ
と
が
出

来
な
い
感
情
や
人
間
性
を
的
確
に
絶
妙
に
表

す
力
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
今
日
、
遊
び
に
来
る
け
ん
」
と
言
い
ま

す
。
標
準
語
で
は
「
今
日
、
遊
び
に
行
く

ね
」
で
す
。
球
磨
弁
は
相
手
の
立
場
で
「
来

る
」
と
表
現
し
、
標
準
語
は
自
分
の
立
場
で

「
行
く
」
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
球
磨
の
人
は
相
手
の
立
場
を

お
も
ん
ぱ
か
り
、
自
分
は
二
の
次
。
と
い
う

奥
ゆ
か
し
さ
も
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
奥
ゆ
か
し
さ
は
、
飲
み
会
の
「
杯
（
さ

か
ず
き
）
」
の
風
習
に
も
表
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
自
分
で
注
ぐ
こ
と
を
遠
慮
す
る

た
め
、
お
互
い
に
注
ぎ
あ
う
こ
と
で
解
決
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
風
習
・
文
化
は
言
う
ま
で
も

な
く
地
域
性
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は

新
し
い
生
活
様
式
に
従
う
こ
と
で
、
「
杯
」

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
球
磨
弁
も
近

年
、
使
い
手
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
球
磨
魂
は
是
非
残
し
た

い
で
す
。

蓑
田
和
也

来年のビアガーデンもお楽しみに♪ 車の運転が大好きです。
送迎もお任せください！

ご
誕
生

思いつくまま
中村　真矢さん
（一武下平岩）
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■人の動き

T
・
晴
美

松
葉
杖
す
い
す
い
行
け
る
と
思
っ
て
た

怪
我
し
て
違
う
世
界
を
見
て
る

車
椅
子
忘
れ
ず
に
来
て
押
し
て
く
れ
る

優
し
さ
に
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う

車
椅
子
遠
く
か
ら
で
も
駆
け
て
来
て

押
す
は
日
ご
ろ
は
喋
ら
ぬ
人
よ

怪
我
を
し
て
毎
日
車
で
送
り
迎
え

我
が
職
場
ま
で
つ
い
て
く
る
子
らT

・
晴
美

松
葉
杖
脇
に
は
さ
み
て
オ
ク
ラ
切
る

家
族
四
人
星
座
を
探
す
夏
の
夜

怪
我
を
し
て
子
と
帰
宅
す
る
秋
の
宵

ク
ー
ラ
ー
の
修
理
完
了
秋
近
し坂

本
　
敦
子

台
風
が
　
農
作
物
　
台
無
し
に

田
園
に
　
稲
穂
の
中
に
　
稗
の
あ
り

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
　
農
薬
撒
く
　
田
園
に

稲
穂
に
　
朝
陽
に
映
え
る
　
黄
金
の
色

十
五
夜
　
供
え
す
る
孫
　
秋
の
味
覚

朝
夕
に
　
衣
替
え
す
る
　
季
節
か
な

い
つ
か
ま
た
　
逢
え
る
日
来
る
　
子
と
孫
に

坂
本
　
敦
子

ひ
と
つ
も
ん 

姿
・
言
葉
ま
で 

親
子
か
な

ひ
と
つ
も
ん
　
働
く
遊
ぶ
　
双
子
バ
イ

坂
口
　
功
真
　
　（
拓
也
・
沙
希
）

　
　
　  

　
西
久
保

内
村
　
奏
介
　
　（
友
哉
・
春
奈
）

　
　
　  

　
西
大
王
三
条

小
川
　
れ
ん
　
　（
礼
・
薫
）

　
　
　  

　
西
内
門

橋
本
　
陽
桜
希
　（
陽
介
・
希
美
）

　
　
　  

　
一
武
栄

柳
瀬
　
朝
陽
　
　（
秀
平
・
咲
）

　
　
　  

　
西
上
松
里

川
村
　
新
　
　
　（
達
郎
・
恵
美
）

　
　
　  

　
木
上
平
良

岩
見
　
昊
祈
　
　（
豪
士
・
恵
理
）

　
　
　  

　
一
武
中
原

鈴
木
　
咲
希
　
　（
創
・
朋
美
）

　
　
　  

　
西
下
黒
辺
田
野

粟
生
　
勇
太
　（
西
下
井
手
ノ
口
）

大
西
　
侑
希
　（
多
良
木
町
）

中
村
　
文
弥
　（
一
武
西
原
）

愛
甲
　
瑞
穂
　（
あ
さ
ぎ
り
町
）

元
田
　
美
信
　（
73
歳
）　
木
上
迫

谷
川
　
浩
之
　（
82
歳
）　
一
武
上
忠
ケ
原

犬
童
　
ア
キ
ミ（
88
歳
）　
西
無
田
原

𠮷
田
　
春
代
　（
86
歳
）　
西
大
正

上
田
　
幸
子
　（
73
歳
）　
木
上
上
十
日
市

西
　
　
千
代
　（
87
歳
）　
西
下
井
手
ノ
口

☆
次
回
（
11
月
号
）
の
笠

◆
あ
ら
ん
こ
と
（
的
外
れ
な
こ
と
・
関

　係
な
い
こ
と
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　10
月
8
日
（
木
）

い
さ
な

そ
う
す
け

あ
さ
ひ

こ
う
き

さ
　
き

あ
ら
た

ひ
　
お
　
の

8月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，902（＋8）　　 　○総人口　１０，509（＋11）　  　○男　4,995（＋9）　  　○女　５，514（＋2）

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
一
武
の
中

村
真
矢
で
す
。
平
成
30
年
の
4
月
に
地

元
の
錦
町
へ
帰
っ
て
き
ま
し
て
、
現
在

は
パ
ル
テ
ィ
ー
ル
福
寿
庵
の
営
業
担
当

と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ

様
で
福
寿
庵
は
今
年
で
40
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
元

の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　
さ
て
、
錦
町
に
戻
っ
て
3
年
目
、
仕

事
や
地
域
で
の
関
わ
り
も
増
え
て

「
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん

だ
矢
先
の
新
型
コ
ロ
ナ
発
生
。
7
月
に

は
熊
本
豪
雨
に
よ
る
被
害
、
さ
ら
に
は

9
月
の
大
型
台
風
と
、
令
和
2
年
は
何

か
と
激
動
続
き
で
不
安
の
尽
き
な
い
こ

と
が
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
私
の
身
内
や
近
隣
地
域
の
方
々
も
豪

雨
に
よ
り
被
災
し
、
片
付
け
の
応
援
で

現
場
を
初
め
て
目
に
し
た
時
に
は
「
こ

れ
は
復
旧
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
ん
だ
ろ

う
…
」
と
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
、
自
身
も
被
災
し
な
が
ら
も
仲

間
の
も
と
へ
駆
け
つ
け
、
力
を
合
わ
せ

て
『
街
の
灯
』
を
取
り
戻
そ
う
と
汗
を

流
す
人
吉
の
方
々
を
見
て
、
ハ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
失
っ
た
も
の
は
大

き
い
が
、
希
望
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
」
と
気
づ
か
さ
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
明
る
い
話
題
は
少
な
く
て
つ
い
つ
い

下
を
向
き
が
ち
な
今
現
在
で
す
が
、
失

望
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
人
吉
球
磨

の
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
人
達

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

　『
時
隔
て
い
つ
か
笑
い
あ
え
た
ら
い
い

な
。
ど
ん
な
苦
悩
さ
え
も
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
讃
え
あ
お
う
、
呆
れ
る
ほ
ど
』

こ
れ
は
私
の
好
き
な
歌
手
の
歌
詞
の
抜

粋
で
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
・
復
興
完
了
が

ど
れ
だ
け
先
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
く

て
も
、
い
つ
か
は
「
あ
の
時
お
互
い
よ

く
や
っ
た
よ
な
」
と
焼
酎
片
手
に
笑
い

あ
え
る
日
が
き
っ
と
来
る
は
ず
で
す
。

そ
の
日
ま
で
、
落
と
し
た
希
望
を
も
う

一
度
拾
い
上
げ
て
み
ん
な
で
分
け
合
っ

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
若
造
の
青
く
さ
い
独
り
言
で

し
た
。
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
が
ク
ス

リ
と
笑
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
で
も
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

◆
次
回
は
一
武
中
忠
ヶ
原
◆

◆
星
原
　
誠
人
さ
ん
で
す
◆

　　

　

梨
・
栗
・
ぶ
ど
う

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
8
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
月
「
に
し
き
狂
句
」
で
使
う
球
磨
弁
の

笠
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
苦
慮
し
て

い
ま
す
。

　
好
き
な
球
磨
弁
に
「
な
ど
か
」
と
「
だ
ん

だ
ん
な
」
が
あ
り
ま
す
。
「
な
ど
か
」
は
①

温
厚
・
柔
和
な
性
格
②
ま
ろ
や
か
な
味
の
二

つ
の
意
味
で
す
。
同
じ
よ
う
に
「
だ
ん
だ
ん

な
」
も
①
あ
り
が
と
う
②
さ
よ
う
な
ら
の
二

つ
を
表
し
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
言
え
る
こ
と

は
、
標
準
語
に
し
て
し
ま
う
と
気
持
ち
や
意

味
が
微
妙
に
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
球

磨
弁
に
は
球
磨
の
人
に
し
か
表
す
こ
と
が
出

来
な
い
感
情
や
人
間
性
を
的
確
に
絶
妙
に
表

す
力
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
「
今
日
、
遊
び
に
来
る
け
ん
」
と
言
い
ま

す
。
標
準
語
で
は
「
今
日
、
遊
び
に
行
く

ね
」
で
す
。
球
磨
弁
は
相
手
の
立
場
で
「
来

る
」
と
表
現
し
、
標
準
語
は
自
分
の
立
場
で

「
行
く
」
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
球
磨
の
人
は
相
手
の
立
場
を

お
も
ん
ぱ
か
り
、
自
分
は
二
の
次
。
と
い
う

奥
ゆ
か
し
さ
も
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
奥
ゆ
か
し
さ
は
、
飲
み
会
の
「
杯
（
さ

か
ず
き
）
」
の
風
習
に
も
表
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
自
分
で
注
ぐ
こ
と
を
遠
慮
す
る

た
め
、
お
互
い
に
注
ぎ
あ
う
こ
と
で
解
決
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
風
習
・
文
化
は
言
う
ま
で
も

な
く
地
域
性
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は

新
し
い
生
活
様
式
に
従
う
こ
と
で
、
「
杯
」

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
し
、
球
磨
弁
も
近

年
、
使
い
手
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
球
磨
魂
は
是
非
残
し
た

い
で
す
。

蓑
田
和
也

来年のビアガーデンもお楽しみに♪ 車の運転が大好きです。
送迎もお任せください！

ご
誕
生

思いつくまま
中村　真矢さん
（一武下平岩）

351

編
集
後
記
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想
い
を
一
つ
に―

Ｐ２　金婚夫婦表彰式
Ｐ３　Nishiki  Topics　
　　　   放課後子供教室開校
　　　   子どもたちへの支援　続々と
　　　   企業進出協定締結式
Ｐ４　中体連代替大会（続報）
Ｐ６～令和 2 年 7 月豪雨関連情報
　　　　義援金・寄附金
　　　　災害援護資金受付開始
　　　　被災者の債務整理ガイドライン

　
9
月
13
日
、
錦
中
学
校
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
、
午
前
中
の
み
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
、
全

力
で
各
競
技
に
臨
み
、
み
ん
な
で
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
写
真
は
一
学
年
種
目
「
君
の
Ｎ
Ａ

Ｗ
Ａ
」
で
、
綱
引
き
の
様
子
で
す
。

　
家
族
や
地
域
の
方
々
の
熱
い
応

援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ぼ
の
「
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ま
き
で
用
使

の
ら
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〇〇 〇〇××
赤緑の「のぼり旗」 緑の「のぼり旗」 赤緑の「のぼり旗」 緑の「のぼり旗」

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

（5,000円分）（5,000円分）（5,000円分）錦町錦町 商品券商品券よかばい

←「のぼり旗」が目印！！

×5 枚 ×5 枚

よかばい商品券は、町内の加盟店で使える   地域店用   と
町外の加盟店でも使える   広域店用   のセットとなっています。

地域店用
広域店用
地域店兼用

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

有効期限は

10月31日（土）
　　　 までです。

郵送の遅延により、ご迷惑をお掛け致し
ましたことをお詫び申し上げます。

【商品券の配布に関するお問い合わせ】　
　　錦町企画観光課（☎38-4419）
【商品券の利用に関するお問い合わせ】　
　　錦町商工会（☎38-0009）


